
    

2015 年１月１日以降の実績 

１号機 

【滞留水の移送】 

・１号機タービン建屋地下→１号機廃棄物処理建屋 

3 月 18 日午前 6時 25 分～午後 6時 28 分 

3 月 26 日午前 9時 21 分～午後 6時 19 分 

4 月 8 日午前 6時 32 分～午前 9時 30 分 

4 月 16 日午前 5時 53 分～午前 11 時 53 分 

4 月 21 日午前 5時 53 分～午前 11 時 47 分 

4 月 26 日午前 6時 25 分～午後 5時 44 分 

5 月 1 日午前 6時 7 分～午後 0時 14 分 

5 月 12 日午前 11 時４7 分～午後 2時 53 分 

5 月 26 日午前 6時 6分～午前 9時 50 分 

6 月 13 日午前 10 時 13 分～午後 3時 54 分 

・１号機ディーゼル発電機（Ｂ）室→１号機タービン建屋地下 

4 月 9 日午後 1時 2 分～午後 2時 16 分 

 4 月 11 日午後 2時 31 分～午後 3時 2分 

4 月 17 日午前 11 時 19 分～午後 0時 39 分 

4 月 21 日午後 1時 4分～午後 2時 1 分 

【その他】 

・地下水流入抑制対策による地下水位の低下に伴い、建屋滞留水水位を低下させる必要が

あり、建屋内に滞留水移送ポンプ並びに水位計の設置を進めている。（新たに削孔した穴

より水位を測定した結果は 2015 年３月 26 日に公表済み） 

このうち、１号機タービン建屋所内ボイラー室水位は以下の通り。 

・１号機タービン建屋所内ボイラー室水位：O.P.4900mm（３月 17 日測定） 

周囲の地下水位は継続監視しているが、最近、降雨量が少ないことから低下傾向が見ら

れ、水位は以下の通り。 

・１号機タービン建屋所内ボイラー室近傍のサブドレン水位Ｎ１：O.P.4917mm 

（2015 年４月４日測定） 

その後、本日、午後０時時点における１号機タービン建屋所内ボイラー室近傍のサブドレ

ン（Ｎ１）水位はO.P.4943mm であり、水位が昨日から上昇。 

なお、本日は、福島第一原子力発電所構内において降雨が見られている。 

各建屋の連通性がない独立したエリアについては、設置する滞留水移送ポンプでの移送

が困難なことから、仮設ポンプを使用しての移送を4月8日以降、順次開始する予定。１号所

内ボイラー室および１号ディーゼル発電機（Ｂ）室内の滞留水の移送先は、１号機タービン建

屋の予定。 

建屋周囲の地下水位は継続監視をしており、4月 7日午後5時時点における１号機タービ

ン建屋所内ボイラー室近傍のサブドレン（Ｎ１）水位でO.P.4906mm（4 月 4日測定：4917mm）

だった。 

１号機タービン建屋近傍サブドレン水位が所内ボイラー室水位より低い状態に 

なったことを4月7日午後6時14分に確認し、水位を注視していたが、その時点では所内

ボイラー室は、他のエリアとの連通性がないことから、特定原子力施設に係る実施計画 Ⅲ特

定原子力施設の保安（以下、「実施計画」という）第１編第 26 条「建屋に貯留する滞留水」に

該当する建屋には含まれないと考えていた。 

その後、総括的に検討を重ねた結果、連通性がない所内ボイラー室についてもタービン

建屋の一部であることから実施計画第１編第26条「建屋に貯留する滞留水」に該当する建屋

に含まれるものと判断した。 

このため、4 月 9 日午前 1 時 10 分、実施計画第１編第 26 条「建屋に貯留する滞留水」の

表 26－２で定める１号炉タービン建屋の滞留水水位の運転上の制限＊「各建屋近傍のサブ

ドレン水の水位を超えないこと」を満足できていないと判断した。 

 判断時の水位は以下の通り。 

 ・近傍サブドレン水位：ＯＰ 4,885mm（4 月 9 日午前 0時 35 分） 

 ・所内ボイラー室水位：ＯＰ 4,900mm（4 月 8 日午後 1時 40 分） 

所内ボイラー室水位については、3 月 17 日に測定した値（ＯＰ 4,900mm）から変化がない

ため、所内ボイラー室内水の外部への流出はないものと考える。    

１号機タービン建屋所内ボイラー室の滞留水については、4月 9日午後1時２分より１号機

タービン建屋へ移送を開始。 

今後、所内ボイラー室内の滞留水の移送を継続し、所内ボイラー室水位が近傍サブドレン

水位を超えない状態に復旧する。また、近傍サブドレン（Ｎ１）水の放射能濃度を測定する。 

１号機ディーゼル発電機（Ｂ）室近傍のサブドレン（No.１）の水位については、同日午後 1

時30分時点においてＯＰ4,714mmとなっており、上記ディーゼル発電機（Ｂ）室の補正水位を

下回っていることを同時刻に確認したが、他のエリア（建屋内）から流入がないこと（連通性が

ない）、およびディーゼル発電機（Ｂ）室水位に変動がないことから、外部への流出はないと考

える。 

１号機ディーゼル発電機（Ｂ）室の水位については、4月9日午前11時時点の水位（実測値：

ＯＰ4650mm）より上昇しているが、これは１号機ディーゼル発電機（Ｂ）室の屋上に開けた水

位確認用の観測孔より雨水が浸入した影響によるもの。 

なお、１号機ディーゼル発電機（Ｂ）室の屋上に開けた水位確認用の観測孔からの雨水の浸

入については、観測孔の周りに土嚢を設置するとともに養生シートによる雨水浸入防止対策

を実施。 

なお、実施計画第１編第 26 条に定める運転上の制限「各建屋近傍のサブドレン水の水位

を超えないこと」を満足できていないことの判断については、先に１号機タービン建屋の水位

が近傍のサブドレン水位を超えていると判断している。 

今後、ディーゼル発電機（Ｂ）室内の滞留水の移送を行うとともに、近傍のサブドレン（No.1）

の放射能濃度を測定する。 
 ＊：運転上の制限 

  実施計画では、原子炉の運転に関する多重の安全機能の確保及び原子力発電 所の安定状態の維持のた

めに必要な動作可能機器等の台数や遵守すべき温度・圧力などの制限が定められており、これを運転上の制

限という。実施計画に定められている機器等に不具合が生じ、一時的に運転上の制限を満足しない状態が発



    

生した場合は、要求される措置に基づき対応する。 

１号機タービン建屋所内ボイラー室の滞留水の移送は、4 月 9 日午後 2 時 16 分に停止し、

漏えい等の異常がないことを確認。 

１号機所内ボイラー室の滞留水移送前後の水位は以下のとおり。 

  ＜移送前＞ 

 実測値：ＯＰ 4,900mm（4 月 9 日午前 11 時） 

     補正値：ＯＰ 4,980mm 

＜移送後＞ 

    実測値：ＯＰ 4,520mm（4 月 9 日午後 4時 5分） 

    補正値：ＯＰ 4,593mm  

なお、午後 4 時 5 分時点の１号機所内ボイラー室近傍のサブドレン（Ｎ１）の水位は、ＯＰ

4,881mm。 今後、さらに水位を低下させるため、水質の状態を確認しながら滞留水の処

理方針を検討し、計画的に移送を実施していく。 

・１号機タービン建屋所内ボイラー室の滞留水については、4月 22日午前10時 33分から午

前11時53分にかけて１号機タービン建屋へ移送を実施。移送中および移送後の状況につ

いては、漏えい等の異常がないことを確認。今後、１号機所内ボイラー室およびディーゼル

発電機（Ｂ）室の滞留水については、必要に応じて１号機タービン建屋へ移送を実施。 

・放射能濃度測定結果については、特定原子力施設に係る実施計画 Ⅲ特定原子力施設

の保安第１編第 26 条表 26-3 の運転上の制限値以下であることを確認。 

   （採取日：4 月 10 日、4 月 13 日、4 月 15 日、4 月 17 日、４月 20 日） 

・特定原子力施設に係る実施計画 Ⅲ特定原子力施設の保安（以下、「実施計画」という）第 

１編第 26 条「建屋に貯留する滞留水」の表 26-2 で定める１号炉タービン建屋滞留水水位 

の運転上の制限「各建屋近傍のサブドレン水の水位を超えないこと」を満足できていない 

ことについて、4 月 21 日、１号機所内ボイラー室およびディーゼル発電機（Ｂ）室の水位を 

確認した結果、近傍のサブドレン水位より十分低い状態となったことから、午後 4時 28 分 

に、実施計画 第１編 第 26 条に定める運転上の制限内への復帰を判断。 

   １号機ディーゼル発電機（Ｂ）室の滞留水の水位は以下のとおり。 

    実測値：ＯＰ 4,190mm（4 月 21 日午後 2時 15 分） 

    補正値：ＯＰ 4,301mm  

   4 月 21 日午後 2 時 15 分頃時点の１号機ディーゼル発電機（Ｂ）室近傍のサブドレン

（No.1）の水位は、ＯＰ5,053mm。 

   また、１号機所内ボイラー室の滞留水の水位は以下のとおり。 

    実測値：ＯＰ 4,120mm（4 月 21 日午後 2時 35 分） 

    補正値：ＯＰ 4,185mm 

   4月21日午後2時35分時点の１号機所内ボイラー室近傍のサブドレン（Ｎ１）の水位は、

ＯＰ5,371mm。 

 

・「原子炉格納容器内部調査技術の開発」における１号機原子炉格納容器内部調査の実証

試験として、１号機原子炉格納容器の地下アクセス開口部からの燃料デブリの広がり状況

を確認するための事前調査として、１号機原子炉格納容器の中へ初めてロボット（クローラ

調査装置）を投入する調査を実施している。 

１号機原子炉格納容器内部へのロボットの投入は、初めての試みであり、今回の実証試験

で得られた貴重なデータについては、今後に活かしていく。 

2015 年 4月 10日午前 9時 25分頃、１号機原子炉格納容器内調査装置の投入作業を開

始。同日午前 10 時 45 分、調査装置が原子炉格納容器グレーチング上に着き、同日午前

11 時 20 分、グレーチング上において調査のための走行を開始。4 月 10 日の調査では、

グレーチング上において、約３分の２の調査範囲を走行し、調査ポイントである 18 箇所のう

ち、地下アクセス開口部を含んだ 14 箇所までの調査を実施することができた。同日午後 2

時9分、調査装置が走行停止状態となったため、同日午後5時30分頃まで復旧作業およ

び原因調査などを行った。 

本日（4 月 11 日）も、復旧作業や原因調査の検討を実施するとともに、停止状態での調査

装置による周囲状況の確認を行った。 

・１号機の原子炉建屋カバー（以下、「建屋カバー」という。）解体作業については、昨年に、

飛散防止剤の散布をした上で屋根パネルを取り外して、瓦礫調査及びダスト濃度調査等

を実施しており、調査終了後は、一旦屋根パネルを元に戻していたが、使用済燃料プー

ルからの燃料取り出しに向け、昨年と同様の手順で屋根パネルに孔をあけて飛散防止剤

を散布し、その後に、屋根パネルの取り外しを実施する。作業にあたっては、飛散防止剤

散布等のダストの飛散抑制対策を十分に実施するとともに、ダストモニタ及びモニタリング

ポストにてダスト濃度等の監視を十分に行いながら慎重に進める。 

建屋カバー屋根パネルからの飛散防止剤の散布については、本日 6 時 45 分より作業を 

開始。 

・１号機の原子炉建屋カバー屋根パネルからの飛散防止剤の散布について、5月15日より

屋根パネル貫通孔からの飛散防止剤散布を実施していたが、5月 20日午後 1時 11 分に

散布が終了。当該作業期間中において、ダストモニタおよびモニタリングポストのダスト濃

度等に、有意な変動はなかった。 

・１号機の原子炉建屋カバー（以下、「建屋カバー」という。）解体作業に伴う屋根パネル

（計６枚）の取り外し作業については、5月26日頃から開始することとしていたが、原子炉建

屋３階機器ハッチ開口部に設置したバルーン※が、所定の位置に設置されていないことが

確認され、復旧に時間を要することから、屋根パネルの取り外し作業を延期する。なお、ダ

ストモニタ及びモニタリングポストのダスト濃度等に有意な変動は確認されていない。 

※建屋カバー解体作業に伴う放射性物質放出抑制対策として、開口部の面積を小さくす

ることで放射性物質の放出量を抑える（少なくする）ことを目的に設置。 

・１号機ＰＣＶ常設温度計７個（TE-1625T1～T7）については、ＰＣＶ内部調査を行うため取り

外していたが、ＰＣＶ内部調査が完了したことから、4 月 23 日に当該温度計を再設置した。

当該温度計の設置後、目安としていた一ヶ月が経過したことから、温度トレンドによる信頼

性評価を実施し、注水量や注水温度、外気温度の変動に応じた挙動を示していること、お

よび指示の変動幅も小さく、安定していることから、正しい値を示していると判断。このこと

から、6 月 4 日午前 0 時より、１号機ＰＣＶ常設温度計２個（TE-1625T3、T6）を実施計画Ⅲ

章第 1編第 18 条（原子炉の冷却状態の監視）の監視温度計器として選定し監視を行う。 

・ 6月12日午前6時10分頃、１号機原子炉格納容器ガス管理設備（以下「ＰＣＶガス管理設

備」という。）Ｂ系の放射線検出器の電圧が低下したことにより、監視不能と判断。今後、原

因の調査および当該設備の点検を実施する。なお、ＰＣＶガス管理設備Ａ系については、



    

正常に動作しており、プラントデータ監視に支障はない。また、プラントデータ（原子炉圧力

容器底部温度、格納容器内温度等）の異常、モニタリングポスト指示値の有意な変動は確

認されてない。 

当該設備（Ｂ系）の状況を確認したところ、検出器を冷却する装置の冷却機能が一時的に

低下したため、検出器の機器保護のため高圧電源の印加が遮断され、機器異常が発生し

たものと推定。なお、冷却装置の機能一時低下の要因としては、冷媒中の不純物が凍結し

たことに起因する詰まりが発生したためと推定しており、凍結した不純物が溶解すると、冷

却装置の機能が回復したため、一過性のものと考える。 

6月 12日午後4時45分に、冷却機能回復後に採取したデータに異常がないことを確認し

たことから、当該設備（Ｂ系）は監視可能な状態に復帰（使用可能）したものと判断。 

その後、6 月 13 日午前 4時 36 分に、キセノン 135 の指示が 1.34×10-3 Bq/ cm3からダウ

ンスケールとなったことから、当該設備（Ｂ系）は動作不良と判断。今後、原因の調査および

当該設備（Ｂ系）の点検を行う。なお、当該設備（Ａ系）については、正常に動作しており、

プラントデータ監視に支障はない。 

また、プラントデータ（原子炉圧力容器底部温度、格納容器内温度等）の異常、モニタリン

グポスト指示値の有意な変動は確認されていない。 

・ １号機復水貯蔵タンクの滞留水を、１号機廃棄物処理建屋へ断続的に移送実施中。 

２号機 

【滞留水の移送】 
・２号機タービン建屋地下→集中廃棄物処理施設（高温焼却炉建屋） 
2014 年 12 月 22 日午前９時 58 分～2015 年 2 月 9日午前 10 時 52 分 
2 月 12 日午前 10 時 28 分～2月 15 日午前 9時 56 分 
2 月 17 日午前 10 時 57 分～2月 19 日午前 10 時 11 分 
2 月 23 日午前 10 時 28 分～2月 25 日午前 9時 49 分 
3 月 2 日午前 10 時 25 分～3月 23 日午前 9時 59 分 
3 月 26 日午前 10 時 14 分～4月９日午前 10 時２分 
4 月 11 日午前 11 時 00 分～4月 13 日午前 10 時 14 分 
4 月 14 日午前 10 時 49 分～4月 17 日午前 10 時 25 分 
4 月 20 日午前 11 時 42 分～～4月 24 日午前 10 時 9 分 
4 月 27 日午前 11 時 13 分～4月 29 日午前 9時 55 分 
5 月 1 日午後 0時～5月 4日午前 10 時 11 分 

5 月 7 日午後 0時 14 分～5月 9 日午前 10 時 2 分 

5 月 11 日午後 2時 32 分～5月 14 日午前 10 時 1分 

5 月 16 日午前 11 時 10 分～5月 18 日午前 10 時 5 分 

5 月 19 日午後 3時 53 分～5月 24 日午前 10 時 7分 

5 月 26 日午前 11 時 11 分～5月 29 日午前 10 時 7 分 

5 月 31 日午前 10 時 55 分～6月 3 日午前 10 時 39 分 

6 月 5 日午前 11 時 19 分～6月 9 日午前 10 時 38 分 
6 月 11 日午前 10 時 15 分～ 
・２号機タービン建屋地下→３号機タービン建屋地下 

 2 月 9 日午前 11 時 51 分～2月 11 日午前 10 時 38 分 

 2 月 15 日午前 10 時 14 分～2月 17 日午前 9時 53 分 

 2 月 25 日午前 10 時 32 分～2月 27 日午前 9時 57 分 

4 月 10 日午前 10 時 35 分～4月 11 日午前 9時 32 分 

4 月 19 日午前 10 時 6 分～4月 20 日午前 10 時 7 分 

4 月 24 日午前 10 時 56 分～4月 27 日午前 9時 42 分 

5 月 4 日午前 11 時 10 分～5月 5 日午前 9時 53 分 

5 月 14 日午後 2時１分～5月 15 日午前 10 時 3 分 

 5 月 18 日午前 10 時 51 分～5月 19 日午後 2時 59 分 

5 月 24 日午前 11 時 8 分～5月 25 日午前 9時 40 分 

5 月 29 日午前 11 時 22 分～5月 31 日午前 10 時 4 分 

6 月 3 日午後 0時 3 分～6月 5 日午前 9時 51 分 
・２号機タービン建屋地下→集中廃棄物処理施設（プロセス主建屋） 

6 月 9 日午前 10 時 37 分～6月 11 日午前 10 時 17 分 

・２号機タービン建屋地下の滞留水については、２月９日午前 11 時 51 分より３号機タービン

建屋地下への移送を行っていたが、２月11日午前10時38分頃、移送ポンプが停止。漏え

いを示す警報は発生していない。現場を確認したところ、当該移送ポンプの制御盤のブレ

ーカーがトリップ位置にあることが確認されたため、同日午前 11 時 11 分に当該ブレーカー

の隔離を実施。また、２号機タービン建屋および３号機タービン建屋において移送ラインの

パトロールを実施し、漏えい等の異常がないことを確認。 

その後、原因を調査したところ、当該ポンプ用モーターに絶縁抵抗不良が確認された（絶縁

抵抗測定値：０Ω（オーム））。また、当該ポンプについては、建屋滞留水により汚染している

状態のため、これ以上の点検調査を行わないこととした。２号タービン建屋滞留水移送ポン

プについては、停止した当該ポンプ以外に健全なポンプを２台保有しており、通常は１台で

滞留水移送を行っていることから、建屋滞留水の水位管理に支障を期たす恐れはない。な

お、２号機を含む各建屋の滞留水移送ポンプについては、今後、移送ポンプの増設を計画

している。 

・２号機使用済燃料プール（以下ＳＦＰ）代替冷却系について、ＳＦＰ代替冷却系の弁点検作

業およびＳＦＰコンプレッサーユニットの固定作業を行うため、２月 26 日午前９時 10 分に停

止（２月 26 日午後 11 時起動予定）。冷却停止時のＳＦＰ水温度は 26.8℃。 

２号機ＳＦＰ代替冷却系停止時のＳＦＰ水の温度上昇率は 0.142℃/ｈであり、停止中のＳＦＰ

水温度上昇は最大で約 1.9℃と評価しており、運転上の制限値 65℃に対して余裕があるこ

とから、ＳＦＰ水温度の管理上は問題ない。 

作業が終了したことから、同日午後７時 28 分にＳＦＰ代替冷却系を起動。運転状態につい

て異常はない。なお、同日午後９時 25 分現在のＳＦＰ水温度は、冷却停止時の 26.8℃から

27.4℃まで上昇しましたが、運転上の制限値（65℃）に対して余裕があり、ＳＦＰ水温度の管

理上問題ない。 

・5月19日午後0時20分、２号機増設廃棄物地下貯蔵設備建屋の廃樹脂貯蔵タンクエリア、

廃スラッジ貯蔵タンクエリアの滞留水を、２号機廃棄物処理建屋へ移送を開始。本移送につ

いては、２号機廃棄物処理建屋滞留水の水位を確認しながら、計画的（断続的）に実施。 

・２号機使用済燃料プール（以下ＳＦＰ）代替冷却系について、ＳＦＰ代替冷却系の計装品点



    

検を行うため、5 月 26 日午前 6時 2 分に停止（5 月 28 日午後 6時起動予定）。冷却停止時

のＳＦＰ水温度は21.9℃。２号機ＳＦＰ代替冷却系停止時のＳＦＰ水の温度上昇率は0.139℃/

ｈであり、停止中のＳＦＰ水温度上昇は最大で約９℃と評価しており、運転上の制限値 65℃に

対して余裕があることから、ＳＦＰ水温度の管理上は問題ない。 

5 月 28 日午前 11 時 54 分、当該作業が終了したことから、ＳＦＰ代替冷却系を起動。 

起動状態については、異常のないことを確認。使用済燃料プール水温度は 26.5℃であり（停

止時 21.9℃）、運転上の制限値 65℃に対して余裕があり、使用済燃料プール水温度の管理

上は問題ない。 

・２号機使用済燃料プール（以下ＳＦＰ）代替冷却系について、ＳＦＰ代替冷却系の計装品点

検を行うため、6 月 8 日午前 6時 19 分に停止。冷却停止時のＳＦＰ水温度は 22.1℃。 

２号機ＳＦＰ代替冷却系停止時のＳＦＰ水の温度上昇率は 0.138℃/ｈであり、停止中のＳＦＰ

水温度上昇は最大で約９℃と評価しており、運転上の制限値 65℃に対して余裕があることか

ら、ＳＦＰ水温度の管理上は問題ない。 

【その他】 

・２号機海水配管トレンチについては、2014年12月24日にトレンチ内の滞留水を２号機立坑

Ａ及び立坑Ｃ北から２号機タービン建屋へ移送し、トンネル部の連通性を確認。再度トンネ

ル部の連通性を確認するため、2015 年 1月 20 日午前 10 時から午前 11 時にトレンチ内の

滞留水を２号機立坑Ａから２号機タービン建屋へ移送を実施。 

・２号機立坑Ａについては、立坑上部の配管ダクトに設けたグラウト充填管の貫通部より、雨

水が流入し、水位が上昇したことから、２月 18 日２号機タービン建屋へ移送を実施。雨水

の流入箇所については、今後、流入防止措置を行うこととし、それまでの間、立坑Ａに溜ま

った水については、適宜、２号機タービン建屋へ移送を行う。 

・２号機海水配管トレンチの立坑Ａおよび、立坑Ｄの滞留水については、グラウト充填工事

に伴い、滞留水水位の上昇が予測されることから、３月 18 日午前 10 時４分より、２号機タ

ービン建屋に移送を開始。 

・故障していた２号機原子炉圧力容器底部温度計（ＴＥ－２－３－６９Ｒ）について、３月 13 日、

新規温度計の再挿入が完了。 

・3 月 13 日に再挿入した２号機原子炉圧力容器底部温度計（ＴＥ－２－３－６９Ｒ）について、

一ヶ月を目安に、既設の原子炉圧力容器底部温度計（ＴＥ－２－３－６９Ｈ３）の指示値との

相関、原子炉への注水状況や外気温変動等の状況に応じた挙動を示すかの確認を実施。

確認の結果、当該温度計は注水量の増減、注水温度や外気温度の変動に応じた挙動を示

していること、および毎正時の変動幅も小さく、安定していることから、本来指示すべき値を

示していると判断。このことから、4 月 23 日午前 0 時より、新設温度計（ＴＥ－２－３－６９Ｒ）

を実施計画Ⅲ章第１編第１８条（原子炉の冷却状態の監視）の温度計、および第２４条（未

臨界監視）の代替監視（温度上昇率）の監視温度計として選定し監視を行う。 

３号機 

【滞留水の移送】 
・３号機タービン建屋地下→集中廃棄物処理施設（高温焼却炉建屋） 

4 月 11 日午前 11 時 33 分～4月 13 日午前 9時 48 分 

4 月 14 日午前 11 時 34 分～4月 17 日午前 9時 50 分 
4 月 20 日午前 11 時 38 分～4月 24 日午前 10 時 16 分 
4 月 27 日午前 11 時 28 分～4月 29 日午前 10 時 11 分 
5 月 1 日午後 0時 27 分～5月 4 日午前 9時 51 分 

5 月 7 日午前 12 時 20 分～5月 9 日午前 10 時 51 分） 

5 月 11 日午後 2時 38 分～5月 14 日午前 9時 55 分 

5 月 16 日午前 10 時 41 分～5月 18 日午前 9時 41 分 

5 月 19 日午後 3時 40 分～5月 24 日午前 10 時 1分 

5 月 26 日午前 11 時 20 分～5月 29 日午前 10 時 1 分 

5 月 31 日午前 11 時 11 分～6月 3 日午前 10 時 27 分 

6 月 5 日午前 11 時 30 分～6月 9 日午前 10 時 41 分 

6 月 11 日午前 10 時 19 分～ 
・３号機タービン建屋地下→集中廃棄物処理施設（プロセス主建屋） 

1 月 18 日午前 10 時 21 分～1月 30 日午前 6時 16 分 

2 月 1 日午前 9時 56 分～2月 6 日午前 6時１３分 

2 月 9 日午前 10 時 41 分～2月 21 日午前 9時 53 分 

2 月 23 日午前 10 時 39 分～2月 28 日午前 9時 55 分 

3 月 3 日午前 9時 58 分～3月 7 日午前 10 時 16 分 

3 月 11 日午前 10 時 48 分～3月 14 日午前 10 時 4 分 

3 月 19 日午前 10 時 38 分～3月 26 日午前 10 時 22 分 

4 月１日午前 10 時 3 分～4月 6 日午前 9時 52 分 

4 月 8 日午前 10 時 8 分～4月 11 日午前 11 時 15 分 

4 月 19 日午前 10 時 46 分～4月 20 日午前 10 時 9 分 

4 月 24 日午前１１時 12 分～4月 26 日午前 5時 49 分 

5 月 29 日午前 11 時 14 分～5月 31 日午前 11 時 11 分 

6 月 3 日午前 10 時 25 分～6月 5 日午前 10 時 21 分 

6 月 9 日午前 10 時 40 分～6月 11 日午前 10 時 21 分 

【その他】 

・３号機使用済燃料プール（以下ＳＦＰ）代替冷却系について、2014 年 12 月 17 日より作業を

再開している３号機燃料交換機（以下ＦＨＭ）本体撤去作業に伴い、撤去対象機器に残存

している油がＳＦＰ代替冷却系へ混入するのを防止するため、２月 25 日午前６時 16 分に停

止（２月 25 日午後４時起動予定）。冷却停止時のＳＦＰ水温度は 21.6℃。ＳＦＰ代替冷却系

の停止に併せて、当該系統に設置されている弁の動作確認を実施する。なお、今回撤去対

象機器に残存している油がＳＦＰ内に滞留した場合には、吸着マット等で油を回収する。 

３号機ＳＦＰ代替冷却系停止時のＳＦＰ水の温度上昇率は 0.107℃/ｈであり、停止中のＳＦＰ

水温度上昇は最大で約１℃と評価しており、運転上の制限値 65℃に対して余裕があること

から、ＳＦＰ水温度の管理上は問題ない。 

３号機燃料交換機（以下ＦＨＭ）本体撤去作業に伴い、撤去対象機器に残存している油の３

号機使用済燃料プール（以下ＳＦＰ）代替冷却系への流入防止および当該系統の弁動作確

認のため、２月 25 日午前６時 16 分より停止していたＳＦＰ代替冷却系について、作業が終了



    

したことから、２月 25 日午後３時 34 分に起動。起動後のＳＦＰ代替冷却系運転状態について

は異常なし。また、ＳＦＰ水温度は冷却停止時の21.6℃から22.0℃まで上昇したが、運転上の

制限値 65℃に対して余裕があり、ＳＦＰ水温度の管理上問題なし。 
３号機燃料交換機本体撤去作業に伴う使用済燃料プール代替冷却系への油流入防止のた

め、３月３日午前６時１１分に停止。当該作業が終了したことから、同日午後３時 21 分に同冷

却系を起動。運転状態に異常なし。使用済燃料プール水温度は冷却停止時の 21.4℃から

21.6℃まで上昇したが、運転上の制限値（65℃）に対して余裕があり、使用済燃料プール水

温度の管理上の問題はない。 
・2014 年８月 29 日午後０時 45 分頃、３号機使用済燃料プール内瓦礫撤去作業において、
燃料交換機の操作卓が当該プール東側中央付近に落下したことを受け、当該プール水の
サンプリングを継続実施中。放射能分析結果が前回と比較して有意な変動がないことから、
燃料破損等の兆候は確認されていない。 
・採取日：3 月 4 日、4 月 5 日、５月７日 

・３号機使用済燃料プール（以下ＳＦＰ）代替冷却系について、一次系ポンプ（Ａ）の交換作業

のため系統の冷却を、4月 12日午前10時 11分に停止（停止時間は127時間）。冷却停止

時のＳＦＰ水温度は 13.4℃。 

３号機ＳＦＰ代替冷却系停止時のＳＦＰ水の温度上昇率は 0.106℃/ｈであり、停止中のＳＦＰ

水温度上昇は最大で約13.5℃と評価しており、運転上の制限値65℃に対して余裕があるこ

とから、ＳＦＰ水温度の管理上は問題ない。同作業が終了したことから、4 月 16 日午後 0 時

16 分にＳＦＰ代替冷却系を起動。同日午後０時 22 分運転状態に異常なしを確認。 

・5 月 25 日午後 0 時 28 分、３号機廃棄物地下貯蔵設備建屋の原子炉冷却材浄化系廃樹脂

貯蔵タンクエリア、廃スラッジ貯蔵タンクエリアの滞留水を、３号機廃棄物処理建屋へ移送を

開始。本移送については、３号機廃棄物処理建屋滞留水の水位を確認しながら、計画的（断

続的）に実施していく。 

４号機 
＜特記事項＞ 

・ ４号機海水配管トレンチの閉塞を目的としたグラウト充填工事について、２月 14 日午前７時

51分より作業を開始。また、グラウト充填工事により、当該トレンチの水位上昇が予測される

ことから、当該トレンチ内の滞留水を必要に応じて４号機タービン建屋に断続的に移送す

る。 

・ ２月 27日午前11時 19分頃、４号機タービン建屋１階南側エリアの漏えい検知器が動作し、

当社社員が現場確認に向かっていたところ、同日午前 11 時 23 分に解除された。その後、

再度同日午前 11 時 42 分に検知器が動作した。 

漏えい範囲は、約 20ｍ×約６ｍ×深さ最大約１ｃｍ。 

現場を確認したところ、漏えいした水はタービン建屋補機冷却系の水抜き作業に起因する

ものであり、汚染水ではないことを確認。当該漏えい水の分析結果は以下の通り。 

 ＜４号機タービン建屋１階漏えい水＞（午後１時 40 分採取）  

 セシウム 134：2,500 Bq/L 

 セシウム 137：8,700 Bq/L 

なお、建屋外への漏えいはなく、この値はタービン建屋滞留水と比較して低い値であること

を確認。漏えいした水については、タービン建屋地下へ移送処理を実施。 

５号機 
＜特記事項＞ 

・５号機残留熱除去系（以下、「ＲＨＲ」という。）（Ｂ系）については、原子炉停止時

冷却モードにて運転中だが、２月 16 日から予定している海水冷却系の弁点検におい

て、系統の一部が干渉するため、ＲＨＲ（Ａ系）への切替え操作を実施することと

し、２月６日午前 10 時８分に原子炉の冷却を停止（停止時原子炉水温度：25.3℃）。

その後、ＲＨＲ（Ａ系）への切替え操作に伴う配管内清掃が完了したことから、同

日午後０時 49 分にＲＨＲ（Ａ系）を起動し原子炉水の冷却を開始。なお、運転再開

後の原子炉水温度は、停止時から変化はなく、運転上の制限値 65℃ 

に対して十分余裕があり、原子炉水温度の管理上問題はなかった。 

・３月 11 日午前０時 14 分頃、５号機残留熱除去系（以下、「ＲＨＲ」という）（Ａ）

系において、電動弁開閉試験前のラインナップを行っていたところ、ＲＨＲポンプ

（Ａ）の圧力抑制室側吸込弁（ＭＯ－10－13Ｃ）（以下、「当該弁」という）の「開」

操作をした際に「ＲＨＲ Ａ 電動弁過負荷」の警報が発生し、当該弁が過負荷ト

リップした。その後、同日午前０時 24 分に当該弁は、外観上異常がないことを確認。

なお、炉心冷却およびプール冷却は、ＲＨＲ（Ｂ）系にて行っており、影響はない。

３月16日に行った点検において、当該弁を現場にて手動で開操作を実施したところ、問題

なく動作。また、その後の電動による開閉試験においても、再現せず、異常がないことを確

認。このことから、弁体シート部の一時的な摺動抵抗増加等が原因であると推定。 

・５号機原子炉冷却材浄化系（以下「ＣＵＷ」）ポンプ（Ａ）については、原子炉水の浄化及び

原子炉水位の調整のため、2014 年 11 月６日午後１時 47 分頃より運転していたが、2014

年 11月 13 日午後３時 19分に過負荷トリップが発生。その後、現場を確認したが、漏えい

等の異常は確認されておらず、今後、ＣＵＷポンプ（Ａ）がトリップした原因について調査

するとしていたが、その点検結果は以下の通り。 

  点検における外観目視の結果、ＣＵＷポンプ（Ａ）のスラスト軸受に、クラッド等を噛み込ん

だと思われる摺動痕を確認。このことから、スラスト軸受にクラッド等が混入したことにより、

スラスト軸受の摺動抵抗が増加し、ポンプ運転時の電流が増加したため、過負荷トリップ

に至ったものと推定。 

今後、スラスト軸受の交換を行い、ＣＵＷポンプ（Ａ）を復旧予定。 

・５号機原子炉内の全ての燃料について、4 月 22 日午前 9時 18 分より、使用済燃料プール

への移動作業を開始し、5 月 13 日午後 1時 10 分、原子炉内の燃料配置が全市松模様

の配置＊となった。 

＊ 燃料集合体が格子状に規則的に並んだ炉心状態であり、全ての制御棒が全引き

抜きされたとしても、再臨界にならない状態 

・５号機原子炉内の燃料について、4 月 22 日より使用済燃料プールへの移動作業を行って

いたが、6 月 1 日午後 4時 18 分に全ての移動作業が終了。 



    

６号機 
＜特記事項＞ 

・2014年７月11日に発生した、６号機原子炉建屋６階燃料プール冷却浄化系の弁付近から

の漏えいについて、その後、漏えい箇所である当該弁キャップ部に止水処置を実施し、当

該系によるプール冷却を継続しているが、2015 年２月 18 日から２月 19 日（作業予定時間：

24時間）にかけて、漏えいがあった当該系プール入口弁の分解点検を実施する。分解点検

は、当該系を停止して実施するが、当該弁は使用済燃料プールの通常水位以下に設置さ

れた弁であること、また点検のため隔離する弁がないことから、点検可能な位置まで当該プ

ール水位を低下させてから作業を実施する。このため、特定原子力施設に係る実施計画

「Ⅲ 特定原子炉施設の保安」（以下、「実施計画」という）第２編第 55条の表55-1 で定める

「使用済燃料プールの水位」の運転上の制限「オーバーフロー水位付近にあること」を満足

出来ない状態となることから、実施計画第２編第 74 条第１項（予防保全を目的とした保全作

業を実施する場合）を適用し、計画的に運転上の制限外に移行し、点検を実施する。なお、

６号機当該プール水温度については、２月17日午後４時現在で約17.5℃であり、２月18日

時点の冷却系停止時のプール水温度上昇率は約 0.273℃/ｈで、当該プール水温上昇は

最大で約７℃と評価。運転上の制限値65℃に対して余裕があり、当該プール水温度の管理

上は問題ない。また、点検作業期間中は、当該プール水温度および水位を常時監視しな

がら作業を実施する。２月 18日午前９時 44分より上記の点検作業を開始。点検の結果、弁

各部に異常はなく、弁下部のキャップ取合部からのにじみであることを確認。このことから、

弁各部の手入れおよび消耗品等の交換を実施し、復旧。その後、使用済燃料プール水位

を回復させ、使用済燃料プール水位が運転上の制限である「オーバーフロー水位付近」に

達したことを確認した上で、２月 19 日午前２時５分に当該系を起動し、運転状態および分解

点検を実施した当該弁に漏えい等の異常がないことを確認。当該弁の点検作業および当

該系の復旧が完了したことから、２月 19 日午前３時５分、実施計画第２編第 74 条第１項（予

防保全を目的とした保全作業を実施する場合）の適用を解除。なお、使用済燃料プール水

温度は２月19日午前３時現在で19.9℃であり、運転上の制限値（65℃）に対して余裕があり、

使用済燃料プール水温度の管理上問題はなかった。 

・６号機使用済燃料プール冷却浄化系について、計器定例点検を行うため、３月２日午前

10 時 17 分に停止。冷却停止時の使用済燃料プール水温度は 16.6℃。同点検が終了した

ことから、本日午前 11 時 54 分に同冷却系を起動。運転状態に異常なし。使用済燃料プー

ル水温度は冷却停止時の 16.6℃から 22.5℃まで上昇したが、運転上の制限値（65℃）に対

して余裕があり、使用済燃料プール水温度の管理上の問題はない。 

・６号機燃料プール冷却浄化系（以下、「ＦＰＣ系」という）プール入口弁（G41-F042B）から

の漏えいの水平展開を目的に、類似弁であるＦＰＣ系プール入口弁（G41-F042A）（以下、

「当該弁」という）の分解点検を３月 19日から３月 20日（作業予定時間：24時間）にかけて

実施する。分解点検は、ＦＰＣ系を停止して実施するが、当該弁は使用済燃料プール（以

下、「ＳＦＰ」という）の通常水位以下に設置された弁であること、また点検のため隔離する

弁がないことから、点検可能な位置までＳＦＰ水位を低下させ作業を実施するため、特定

原子力施設に係る実施計画「Ⅲ 特定原子炉施設の保安」（以下、「実施計画」という）第

２編第55条の表55-1で定める「使用済燃料プールの水位」の運転上の制限「オーバーフ

ロー水位付近にあること」を満足出来ない状態となることから、３月 19 日午前 10 時７分、

実施計画第２編第 74 条第１項（予防保全を目的とした保全作業を実施する場合）を適用

し、計画的に運転上の制限外に移行し、点検作業を開始。当該点検作業に伴い、ＦＰＣ

系を３月 19日午前 10時 22分に停止。ＦＰＣ系停止時のＳＦＰ水温度は 18.0℃であった。 

  同日午後４時 40 分に当該弁の点検が終了し、点検結果に異常はなかった。その後、使

用済燃料プール水位を回復させ、使用済燃料プール水位が運転上の制限である「オーバ

ーフロー水位付近」に達したことを確認した上で、同日午後 10時 38 分にＦＰＣ系を起動し、

運転状態および分解点検を実施した当該弁に漏えい等の異常がないことを確認した。当該

弁の点検作業およびＦＰＣ系の復旧が完了したことから、同日午後 11 時５分に実施計画第

２編第 74 条第１項（予防保全を目的とした保全作業を実施する場合）の適用を解除した。な

お、ＳＦＰ水温度は19.4℃であり、運転上の制限値65℃に対して余裕があり、ＳＦＰ水温度の

管理上問題はなかった。 

・６号機補機冷却海水系については、ストレーナおよび弁点検のため、5月29日～6月12日

にかけて停止。停止期間においては、使用済燃料プール冷却浄化系（ＦＰＣ系）が使用でき

なくなるが、残留熱除去系（ＲＨＲ系）による非常時熱負荷運転（使用済燃料プール冷却）を

行い、使用済燃料プール冷却を実施。これに伴い、使用済燃料プールの冷却はＦＰＣ系か

らＲＨＲ系による非常時熱負荷運転に切り替えるため、5月 29日午前 10時 17分にＦＰＣ系

を停止し、同日午前10時48分にＲＨＲ系による非常時熱負荷運転を起動。ＲＨＲ系の運転

状態に異常はない。なお、使用済燃料プール水温度は 20.5℃と変化はない。また、6 月 12

日にＲＨＲ系による非常時熱負荷運転からＦＰＣ系へ切り替えるため、約２時間停止する予

定。 

＜参考＞ 

5月 28日午後4時現在の使用済燃料プール水温度は18.9℃で、冷却停止時における

使用済燃料プール水の温度上昇率評価値は 0.3℃／ｈ。 

・６号機補機冷却海水系については、ストレーナおよび弁点検のため全停していたが、6 月

12 日作業が終了したことから、補機冷却海水系を起動。 

これに伴い、使用済燃料プール冷却を残留熱除去系（ＲＨＲ系）による非常時熱負荷運転

から使用済燃料プール冷却系（ＦＰＣ系）に切り替えるため、6 月 12 日午後 0 時 12 分にＲ

ＨＲ系による非常時熱負荷運転を停止し、午後0時30分にＦＰＣ系を起動。ＦＰＣ系の運転

状態に異常はありません。 

なお、使用済燃料プール水温度は 16.7℃と変化はありません。 

共用プール 
現時点での特記事項無し 

水処理装置および貯蔵設備の状況 

【タンクパトロール結果】 



    

＜特記事項＞                                              
・2014 年 12 月 31 日午後０時 39 分頃、Ｈ２タンクエリア内のＢ２タンク（フランジ型タンク）側面
縦フランジ部に、にじみ（５～６秒に１滴程度の滴下）を、タンクパトロール中の当社社員が
発見。その後、滴下は 60秒に１滴程度まで減少。滴下した水は容器に受けており、容器に
溜まった水の表面線量率を測定したところ、ベータ線（70μm 線量当量率）で 0.03mSv/h、
ガンマ線（１cm 線量当量率）で 0.01mSv/h であり、バックグラウンドと同程度であった。この
ことから、タンク内の水がにじみ出たものではないと考えている。2015 年１月１日午前８時、
当該部のにじみがないことを確認。 
・2015 年１月 31 日のパトロールにおいて、タンクからの漏えいの兆候を早期に発見する目 
的で 70μｍ線量当量率の測定を行っているが、降雪の影響により、パトロールを中止した
ことから、70μｍ線量当量率の測定を中止した。また、汚染水タンク水位計による常時監視
（警報監視）において異常がないことを確認。今後のタンクパトロールについては、パトロー
ルエリアの状況を確認した上で実施する。 
・３月 10 日、午前６時 24 分頃、当社社員によるタンクパトロールにおいて、Ｈ４・Ｈ４北・Ｈ４東
エリア内周堰外側の外周堰に溜まった雨水の水位が以下の通り低下していることを確認。 
各タンクエリアの外周堰の止水弁（排水弁）は降雨時に溜まった雨水を排水するため通常
「開」運用としているが、当該タンクエリアについては、外周堰に比較的高い放射能濃度の
溜まり水が確認されたことから、外周堰内の水を回収するとともに、念のため当該堰の止水
弁を閉としていた。 
＜当該堰内水位＞ 
３月 ９日   午後 10 時 30 分：15cm 
３月 10 日  午前 ６時 24 分：10cm、午前８時 15 分：７cm 
当該外周堰内水位の低下は現在も継続しているが、この堰の内側にあるＨ４北・Ｈ４東エリ
ア内周堰内の水位に低下がないこと、当該外周堰の東側にあるＢ排水路への流れ込みが
ないこと、構内側溝排水放射線モニタの指示値に有意な変動がないことを確認。 
当該外周堰内の低下水量は、３月９日午後 10時 30分から３月 10日午前８時 15分にかけ
て低下した水位と当該外周堰床部の面積から約 400ｔと推定。現在、漏えい状況及び原因
等を調査中。 
＜当該外周堰内雨水＞ 
 セシウム 134：検出限界値未満（検出限界値：11Bq/L） 
 セシウム 137：検出限界値未満（検出限界値：17Bq/L） 

ストロンチウム 90：約 100Bq/L 超過（簡易分析） 

現場確認を行ったところ、Ｈ４東エリアの東側およびＨ４北エリアの北側外周堰とアスファルト

の継ぎ目より水が流出していること、また、Ｈ４エリアおよびＨ４東エリアの内周堰と外周堰の

間に設置されている側溝と基礎部の継ぎ目より気泡が出ていることを確認。 

また、外周堰周辺のＢ排水路およびＣ排水路は暗渠化されていること、流出した水が暗渠化

されていない無線局舎付近の枝排水路への流れ込みがないこと、構内側溝排水放射線モ

ニタの指示値に有意な上昇がないことから、外周堰内に溜まった雨水は、外周堰付近の地

面に浸透したものの、排水路を通じて、海への流出はないものと判断。 

外周堰内に溜まった雨水については、３月 10 日午前 10 時 25 分から午後２時 52 分にかけ

て、Ｈ４北エリア内周堰内に移送を実施。 

外周堰内の雨水の流出量は、降雨量および外周堰に流入した雨水の総量（約 915ｍ3）から

移送量（約 168ｍ3）を引いて、約 747ｍ3 と推定。 

なお、外周堰内に溜まった雨水の移送完了後、外周堰とアスファルトの継ぎ目からの水の流

出、および内周堰と外周堰の間に設置されている側溝と基礎部の継ぎ目からの気泡が止ま

ったことを確認。 

引き続き、当該外周堰からの流出について調査を実施する。 

【Ｈ４，Ｈ６エリアタンクにおける水漏れに関するサンプリング結果】 
・Ｈ４エリア周辺地下水Ｅ－１の全ベータ値は、29,000Bq/L（採取日：１月23日）となっており、
前回採取時の2,300 Bq/L（採取日：１月 22日）と比較し上昇していることを確認。この値は、
過去の変動の範囲内（68,000 Bq/L［採取日：１月 16 日］）であり、当該観測孔の全ベータに
おいては、降雨の際に以前にも上昇が見られていることから、今回の上昇についても、降雨
が影響したものと考えている。今後も監視を継続していく。 
・１月 31 日の南放水口・排水路のサンプリングについては、降雪の影響により中止。 
・１月 31 日のＨ４エリア周辺のサンプリングについては、降雪の影響により中止。 
・１月 31 日のＨ６エリア周辺のサンプリングについては、降雪の影響により中止。 
・Ｈ４エリア周辺地下水Ｅ－１の全ベータ値は、42,000Bq/L（採取日：２月１日）となっており、
前回採取時の2,200 Bq/L（採取日：１月 30日）と比較し上昇していることを確認。この値は、
過去の変動の範囲内（68,000 Bq/L［採取日：１月 16 日］）であり、当該観測孔の全ベータに
おいては、降雨の際に以前にも上昇が見られていることから、今回の上昇についても、降雪
が影響したものと考えている。今後も監視を継続していく。その他の分析結果については、
前回採取した測定結果と比較して大きな変動は確認されていない。 
・Ｈ４エリア周辺地下水Ｅ－１の全ベータ値は、52,000Bq/L（採取日：２月19日）となっており、
前回採取時の 4,200 Bq/L（採取日：２月 18 日）と比較して 10 倍程度上昇していることを確
認。この値は、過去の変動の範囲内（68,000 Bq/L［採取日：１月16日］）であり、当該観測孔
の全ベータにおいては、降雨の際に以前にも上昇が見られていることから、今回の上昇に
ついても、降雨が影響したものと考えている。今後も監視を継続していく。その他の分析結
果については、前回採取した測定結果と比較して大きな変動は確認されていない。 

・Ｈ４エリア周辺地下水Ｅ－１の全ベータ値は、44,000Bq/L（採取日：３月２日）となっており、

前回採取時の4,300 Bq/L（採取日：３月１日）と比較して10倍程度上昇していることを確認。

この値は、過去の変動の範囲内であり、当該観測孔の全ベータにおいては、降雨の際に以

前にも上昇が見られていることから、今回の上昇についても、降雨が影響したものと考えて

いる。その他の分析結果については、前回採取した測定結果と比較して大きな変動は確認

されていない。 

・３月 17 日のパトロールにおいて、タンクからの漏えいの兆候を早期に発見する目的で 70μ

ｍ線量当量率の測定を行っているが、一部実施できない箇所を除き、新たな高線量当量率

箇所（β線による 70μｍ線量当量率）は確認されなかった。堰床部に雨水が溜まった箇所

については、雨水による遮へい効果により引き続き線量当量率は低い状態となっている。ま

た、目視点検によりタンク全数に漏えい等がないこと（漏えい確認ができない堰内溜まり水

内を除く）、汚染水タンク水位計による常時監視（警報監視）においても異常がないことを確

認。 

・5 月 20 日に採取したＨ４エリア周辺地下水測定点Ｅ－９の全ベータ値が、5 月 18 日に採取

した測定値 1,200Bq/L から 20,000Bq/L と１０倍以上に上昇していることを確認。その他の

測定点については、5月 19日採取の全ベータおよびトリチウムの値並びに5月 20日採取

の全ベータの値について、前回と比較して有意な変動はない。また、5月20日採取の排水



    

路、南放水口付近のガンマおよび全ベータの値は前回と比較して有意な変動はない。こ

のことから、新たな流入はないものと考えている。次回の試料採取により状況を確認し、今

後も監視を継続していく。 

・Ｈ４エリアタンク周辺測定点Ｅ－９の全ベータの上昇について、全ベータ放射能が

20,000Bq/L（5月 20日採取）から 13,000 Bq/L（5月 22日採取）に低下していることを確認。

今後も監視を継続していく。 

その他については、前回採取した測定結果と比較して大きな変動は確認されていない。 
【地下貯水槽に関する水のサンプリング結果】 

・地下貯水槽に係わる水の分析結果（１月31日採取）については、降雪の影響によりサンプリ

ングを中止。 
【セシウム除去設備】 

・１月６日午前 11時 47分、セシウム吸着装置について、セシウムおよびストロンチウム処理の

準備が整ったことから、処理運転を開始。 

【多核種除去設備（ＡＬＰＳ）】 

現時点での特記事項無し 

【増設多核種除去設備】 

・6 月 11日午後 2時 51分、増設多核種除去設備の制御回路に地絡が発生。地絡の影響に

より当該設備に電源が供給されなくなり、その後、無停電電源装置による運転を継続して

いたが、無停電電源装置の電源も喪失したため、午後 4 時 54 分に増設多核種除去設備

の循環待機運転が停止したものと判断。 

増設多核種除去設備制御回路の点検を行ったところ、特に循環待機運転が停止に至るよ

うな異常は確認されなかった。 

また、調査の過程で同日午後 2時 17 分頃、および午後 8時 3 分頃に重故障警報の発生

を確認したことから、当該設備を停止し詳細な原因調査を実施する。 

なお、当該設備を安定した停止状態へ移行するための系統内の希釈操作を実施する必

要があることから、同日午後8時 44分に循環運転を再開し、午後9時 40分に設備を停止

した。 

なお、増設多核種除去設備の関連の制御回路に地絡が発生していることから、同設備停

止との因果関係も含め、調査を実施していく。 

重故障警報（増設多核種除去設備から処理水を受けてタンク側へ払い出す設備（受け払

い設備）の異常を検知した際に発報する警報）の発生原因について調査したところ、6 月

11 日に行った受け払い設備およびタンクの水位等を監視する装置のプログラム変更作業

による影響の可能性があることから、6月12日午後9時から同日午後11時30分にかけて、

当該プログラムを変更前の状態に戻す作業を実施。その後、タンクの水位監視に問題がな

いことが確認できたことから、6月 13日午前 0時 9分に増設多核種除去設備（Ａ系）、同日

午前1時14分に増設多核種除去設備（Ｃ系）の処理運転を再開。増設多核種除去設備の

運転状態に異常なし。その後、増設多核種除去設備（Ｂ系）について、吸着塔交換が終了

したことから、6 月 13 日午後 6時 19 分に起動。運転状態に異常なし。 
引き続き、重故障警報の発生原因調査を実施していく。 

 

【高性能多核種除去設備】 

現時点での特記事項無し 

【淡水化装置】 

・１月 19 日午後３時 13 分頃、５・６号機北側に設置してある淡水化装置（ＲＯ）の漏えい検知

器が動作。同日午後３時 15 分に当社社員が現場にて、漏えい範囲が約１m×約５m×約１

mm であることとＲＯ装置が停止していることを確認。漏えいはＲＯ装置のコンテナ内に留ま

っており、外部への流出はなかった。漏えい箇所について調査した結果、設備からの漏え

いは確認されず、漏えい箇所付近に仮置きしていた洗浄用水を入れたポリタンクのキャップ

より漏えいが確認されたことから、ポリタンク内の洗浄水が漏えいしたものと推定。漏えいした

水（約５L）については回収を終了。 

  ＜ポリタンク水の放射能分析結果＞ 

・セシウム－134  検出限界値（1.7×101 Bq/L）未満 

  ・セシウム－137  検出限界値 (2.5×101 Bq/L) 未満 

   ・全ベータ       1.1×102 Bq/L 

【サブドレン他水処理施設】 

現時点での特記事項無し 

【ＲＯ濃縮水処理設備】 

・１月 10 日午前 10 時 18 分、ＲＯ濃縮水処理設備について運転を開始。運転開始後の状況

について、漏えい等の異常のないことを確認。なお、本設備で処理した水は、改めて多核種

除去設備にて処理する予定。 

・５月 27 日午前９時 15 分、ＲＯ濃縮水処理設備が対象としているＲＯ濃縮水の処理が完了

（タンク底部残水除く）し、処理運転を停止。これにより、2015 年５月末に完了予定であった、

タンク底部残水および海水成分の多いＲＯ濃縮水を除いたＲＯ濃縮水の処理が完了。 

処理完了時点の多核種除去設備による処理水貯蔵量は約 44 万 m3、ストロンチウム処理水

貯蔵量は約 18 万 m3。また、ＲＯ濃縮水のタンク底部残水は５月 21 日現在で約 9,500 m3 と

推定。海水成分の多いＲＯ濃縮水については、引き続き、増設多核種除去設備で処理を行

っているが、同設備についても、処理対象のＲＯ濃縮処理水の処理が完了次第、処理運転

を停止する予定。 

同日午前 10 時 51 分、増設多核種除去設備が対象としている海水成分の多いＲＯ濃縮水の

処理が完了（タンク底部残水除く）し、処理運転を停止。これにより、タンク底部残水を除く全

てのＲＯ濃縮水の処理が完了し、汚染水によるリスク低減という目的を達成。 

なお、ＲＯ濃縮水のうち、事故後、早い段階で発生した海水成分の多いＲＯ濃縮水について

は、カルシウム・マグネシウムの影響で、定格流量運転ができず、当初は処理に５月末からさ

らに数ヶ月を要すると想定していたが、処理が順調に進み、５月 27 日に処理を終えたもの。 

【ＲＯ濃縮廃液タンク水処理設備】 

・タンクに貯留しているＲＯ濃縮水を浄化するため、第二モバイル型ストロンチウム除去装置

について、これまで原子力規制庁による検査にて通水試験などを実施していたが、設備や

機能に異常がないことが確認されたことから、２月20日午後２時41分、４基中２基（装置２お

よび４）による連続運転を開始。同日午後３時、運転後の状況について、漏えいなどの異常

がないことを確認。当該装置は、必要に応じ吸着塔の交換やフィルター洗浄のため、一時



    

的な運転停止を行いながら処理を継続していく。 

・第二モバイル型ストロンチウム除去装置の装置３について、これまで原子力規制庁による検

査にて通水試験などを実施していたが、設備や機能に異常がないことが確認されたことから、

２月 27 日午後２時 16 分、連続運転を開始。同日午後２時 30 分、運転後の状況について、

漏えいなどの異常がないことを確認。これにより、当該装置は４基中３基（装置２、３、４）の運

転を開始。 

・第二モバイル型ストロンチウム除去装置（ＲＯ濃縮廃液タンク水処理用）の装置１については、

これまで原子力規制庁による検査にて通水試験等を実施していたが、設備や機能に異常が

ないことが確認されたことから、３月２日午後２時 10 分に連続運転を開始。運転後の状況につ

いては、同日午後２時 40 分に漏えい等の異常がないことを確認。 

当該装置は、必要に応じ吸着塔の交換やフィルタ洗浄のため、一時的な運転停止を行いな

がら処理を継続していく。 

【その他】 

・４月２日午後１時頃、福島第一原子力発電所第二保管施設において、協力企業作業員が、

ボックスカルバート＊内に収納されている高性能容器（ＨＩＣ）の確認作業を実施していたとこ

ろ、ＨＩＣの上部に溜まり水があることを確認。  

ボックスカルバート 

鉄筋コンクリート製の箱型保管施設：ボックスカルバート内には、ＨＩＣ２基を収納 

その後、ＨＩＣに触れた際、ＨＩＣ蓋外周部のベント孔より、水が滴下したことを確認。なお、

ボックスカルバート外への漏えいはなく、当該作業にあたった15名の作業員への汚染はな

い。現場確認の結果、２箇所のボックスカルバート（ＡＪ５、ＡＪ８）において、水溜まりがあるこ

とを確認。 

・ＡＪ５ボックスカルバート：床面（約 15Ｌ）およびＨＩＣ蓋外周部（約 10Ｌ）（１基） 

・ＡＪ８ボックスカルバート：ＨＩＣ蓋外周部（約１Ｌ）のみ（１基） 

ＡＪ５ボックスカルバート内のＨＩＣ蓋外周部に溜まった水のトリチウム等結果については、採

取できた試料が少量であったことから、分析を実施していない。 

なお、これまでボックスカルバート内部については定期的に点検をしており、３月30日の点

検において、協力企業はクレーンカメラにてＡＪ５ボックスカルバート内部床面に水溜まりがあ

ることを確認し、３月 31 日に当社は報告を受けた。 

３月 31 日に当該部のスミヤ採取・測定をした際に、目視にてＨＩＣ蓋外周部に水溜まりがあ

ることを確認。当社はＨＩＣ上部からの漏えいは考えづらいこと、また、スミヤ測定結果におい

てＨＩＣ蓋外周部は 100kcpm 超であったものの、床面は 34kcpm であったことから結露水と判

断した。ただし、線量があったことから、念のため、ボックスカルバート内の確認作業を翌日以

降も継続とした。 

４月１日は降雨の影響により、ボックスカルバート内に雨水が流入するため、作業を中止。 

４月２日にＨＩＣ蓋外周部の溜まり水を回収した際、ＨＩＣ蓋のベント孔から水が出てきたこと

を確認。また、他のボックスカルバート内も確認できる範囲で点検を実施したところ、ＡＪ８ボッ

クスカルバート内のＨＩＣ蓋外周部に少量の水溜まりがあることを確認。 

水溜まりが確認された２基のＨＩＣ以外について、４月３日、以下の観点で７基のＨＩＣの現

場調査を実施したが、漏えいは確認されなかった。 

・高線量の内容物を収納したＨＩＣ 

・保管期間の長いＨＩＣ 

・構造に違いのあるＨＩＣ 

４月４日、29 基のＨＩＣの現場調査を実施した結果、２基のＨＩＣの上蓋に水溜まりを確認。ま

た、他の 27 基のＨＩＣの上蓋には水溜まりがないことを確認。 

4 月 7 日、現在までに 61 基のＨＩＣの現場調査を実施しており、既にお知らせした、以下４基

のＨＩＣ以外に水溜まりは確認されなかった。 

・ＡＪ５ボックスカルバート内１基（ＨＩＣの蓋外周部、ボックスカルバート床面） 

・ＡＪ８ボックスカルバート内１基（ＨＩＣの蓋外周部） 

・ＡＫ８ボックスカルバート内１基（ＨＩＣの蓋外周部） 

・Ａ１ボックスカルバート内１基（ＨＩＣの蓋外周部） 

原因調査のため、引き続き、他のＨＩＣについても継続して現場調査を実施していく。また、

水溜まりを確認したＡＪ８については、4 月 8 日以降に増設多核種除去設備建屋内のＨＩＣ保

管エリアへ移送し、準備が整い次第、ＨＩＣの上蓋を解放して内部の調査を実施していく。 

4 月 9 日 26 基のＨＩＣの現場調査を実施した結果、以下のとおり３基のＨＩＣの上蓋に水溜

まりが確認された。また、当該３基のＨＩＣのうち１基については、床面ゴムマット上にも水溜ま

りが確認された。 

  なお、ボックスカルバート外への漏えいはない。 

   ・ＡＮ６ボックスカルバート内１基（ＨＩＣの蓋外周部） 

   ・ＡＯ７ボックスカルバート内１基（ＨＩＣの蓋外周部及び床面ゴムマット上） 

   ・ＡＰ６ボックスカルバート内１基（ＨＩＣの蓋外周部） 

ＡＮ６ボックスカルバート内のＨＩＣ蓋外周部に溜まった水の分析結果については、採取で

きた試料が少量であったことから、分析を実施していない。 

また、ＡＪ８ボックスカルバート内１基のＨＩＣについては、4月8日に増設多核種除去設備建

屋内のＨＩＣ保管エリアへ輸送し、本日、ＨＩＣ上蓋を開放し調査を行った結果、以下のことが

確認された。 

   ・ ＨＩＣ内包水の液位はＨＩＣ上蓋下面より低い位置にあること 

   ・ ＨＩＣ上蓋内空間部には液体が溜まっていること 

   ・ ＨＩＣ上蓋開放前に上蓋と本体の隙間にろ過水を注入したところ、ろ過水が 

     ＨＩＣ内に流入すること 等 

引き続き、ＡＪ８ボックスカルバート内１基のＨＩＣ上蓋開放調査を継続。 

なお、当該ＨＩＣは輸送時の振動等の影響で状態変化が発生してしまったことも想定される

ため、ＡＪ５ボックスカルバート内１基のＨＩＣを対象に、第二保管施設でＨＩＣ上蓋開放調査を

実施することを計画する。 

なお、4 月 11 日は降雨の影響により他のＨＩＣについて現場調査は実施しておりません。 

 

これまで、水溜まりを確認したＨＩＣについては、ボックスカルバートの番号でお知らせして

おりましたが、ボックスカルバート内には２基のＨＩＣを収納していることから、識別化を図るた

めに、今後はＨＩＣ製造番号にてお知らせすることとしました。 

これまで水溜まりを確認しているＨＩＣの製造番号は以下の通りです。  

【水溜まりを確認したＨＩＣ】      【製造番号】 

・ＡＪ５ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４６３９３－１７２ 



    

・ＡＪ８ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４６３９３－１８２ 

・ＡＫ８ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４６３９３－１９４ 

・Ａ１ボックスカルバート内ＨＩＣ  → ＰＯ６４１１８０－２２９ 

・ＡＮ６ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４６３９３－１８１ 

・ＡＯ７ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４１１８０－２４０ 

・ＡＰ６ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４１１８０－２４２ 

4 月 14 日、10 基のＨＩＣの現場調査を実施した結果、以下のとおり、1 基のＨＩＣの蓋外周部

に水溜まり、また、3基のＨＩＣの蓋外周部ににじみを確認。 

 【水溜まりを確認したＨＩＣ】     【製造番号】 

・ＡＨ８ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４６３９３－１９７（水溜まり） 

・Ｅ１ボックスカルバート内ＨＩＣ  → ＰＯ６４６３９３－２１１（にじみ） 

・ＡＧ６ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４６３９３－１８７（にじみ） 

・ＡＨ７ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４６３９３－１８５（にじみ） 

4月15日、６基のＨＩＣの現場調査を実施した結果、水溜まり等は確認されなかった。なお、

以下の要因を主とするＨＩＣについて、42 基の点検を完了。 

＜要因＞ 

・高線量の内容物を収納したＨＩＣ 

・保管期間の長いＨＩＣ 

・構造に違いのあるＨＩＣ 

・吸着塔保管施設第二施設のＨＩＣについては、4 月 15 日までに 103 基の点検を実施し、11

基のＨＩＣ蓋外周部に水溜まりを確認。これまで水溜まりが確認されたＨＩＣについては、予防

措置的に蓋外周部に吸着マットを置く作業を実施しているが、水溜まりが確認されなかったＨ

ＩＣについても、4月 21 日より順次吸着マットを置く作業を実施。この中で 4月 21 日３基のＨＩ

Ｃの作業を実施した際、新たに１基のＨＩＣの蓋外周部に水溜まりを確認。 

 【水溜まりを確認したＨＩＣ】      【製造番号】 

 ・ＡＫ６ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４６３９３－１９０ 

引き続き、現場調査を継続するとともに、原因究明を行う。 

・4 月 22 日９基のＨＩＣ蓋外周部に吸着マットを置く作業を実施した際、新たに１基のＨＩＣ蓋

外周部に水溜まり、また、１基のＨＩＣ蓋外周部ににじみを確認。 

【水溜まりを確認したＨＩＣ】      【製造番号】 

・ＡＭ８ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４６３９３－１７７（水溜まり） 

・ＡＯ５ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４６３９３－２０９（にじみ） 

引き続き、現場調査を継続するとともに、原因究明を行う。 

・4 月 23 日２基のＨＩＣ蓋外周部に吸着マットを置く作業を実施した際、新たに１基のＨＩＣ蓋

外周部に水溜まりを確認。 

【水溜まりを確認したＨＩＣ】      【製造番号】 

・ＡＬ５ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４６３９３－１８０（水溜まり） 

引き続き、現場調査を継続するとともに、原因究明を行う。 

・セシウム吸着塔一時保管施設第二施設に保管されているＨＩＣの点検において水溜まりが

確認された場合は、拭き取りと吸水ブロックの設置を行うなどの措置を実施するが、点検結

果については、点検完了後に結果を取り纏めてお知らせする。また、第二施設と同様にＨ

ＩＣが保管されている第三施設についても、今後、計画的にＨＩＣ（5 月 7 日時点で 776 基）

の点検を実施する予定。引き続き、現場調査を継続するとともに、原因究明を行う。 

・セシウム吸着塔一時保管施設第二施設に保管されているＨＩＣ（全数 683 基）の点検（水溜

まりの確認）を行っているが、新たに 5基のＨＩＣに水溜まり等を確認。 

5 月 14 日現在、157 基のＨＩＣの点検を完了しているが、これまでに合計 20基のＨＩＣにつ

いて、水溜まり等を確認している。 

 【水溜まりを確認したＨＩＣ】       【製造番号】 

・Ｎ７ボックスカルバート内ＨＩＣ   →  ＰＯ６４１１８０－８３（水溜まり） 

・Ｌ６ボックスカルバート内ＨＩＣ    →  ＰＯ６４１１８０－８８（にじみ） 

・Ｎ５ボックスカルバート内ＨＩＣ    →  ＰＯ６４１１８０－１４５（水溜まり） 

・ＡＪ７ボックスカルバート内ＨＩＣ  →  ＰＯ６４６３９３－１７４（にじみ） 

・Ｎ７ボックスカルバート内ＨＩＣ    →  ６２５８９９－１７９（水溜まり） 

今後、残りの 526 基のＨＩＣについても、引き続き点検を行っていく。 

・ボックスカルバート内に収納されている高性能容器（ＨＩＣ）からの水の滴下事象について、

セシウム吸着塔一時保管施設第二施設に保管されているＨＩＣ（全数 683 基）の点検（水溜

まりの確認）を行っているが、新たに６基のＨＩＣに水溜まり等を確認した。5 月 20 日現在、

267 基のＨＩＣの点検を完了しているが、これまでに合計 26基のＨＩＣについて、水溜まり等

を確認している。 

【新たに水溜まりを確認したＨＩＣ】    【製造番号】 

・Ｏ６ボックスカルバート内ＨＩＣ → ６２５８９９－１７１ 

・Ｅ６ボックスカルバート内ＨＩＣ → ＰＯ６４１１８０－１６０ 

・Ｖ５ボックスカルバート内ＨＩＣ → ６２５８９９－０８４ 

・Ｔ６ボックスカルバート内ＨＩＣ → ６２５８９９－２３２ 

・Ｒ５ボックスカルバート内ＨＩＣ → ６２５８９９－３４５ 

・Ｔ７ボックスカルバート内ＨＩＣ → ６２５８９９－３５６ 

引き続き、残りのＨＩＣについて点検を行っていく。 

なお、これまでの点検において、ＨＩＣ蓋にベント孔がないＨＩＣ1 基（製造番号：ＰＯ６２５８９

９－２４３）が確認された。現在使用しているＨＩＣのうち、2014 年 6 月以前に製造メーカより

受領   した 334 基のＨＩＣ（当該ＨＩＣを含む）については、受領時にベント孔の検査を実

施していなかったことから、当該ＨＩＣ以外の残りのＨＩＣについても、今後速やかに点検を

実施し、ベント孔の有無を確認する。なお、2014 年 6 月以降に受領したＨＩＣについては、

受領時にベント孔の検査を実施している。 

・ボックスカルバート内に収納されている高性能容器（ＨＩＣ）からの水の滴下事象について、

セシウム吸着塔一時保管施設第二施設に保管されているＨＩＣ（全数 684 基：6 月 11 日時

点）の点検（水溜まりの確認）を行っているが、5月23日でお知らせした以降、新たに４基の

ＨＩＣに水溜まり等を確認。 

これまで（6 月 10 日時点）、567 基のＨＩＣの点検を完了しているが、これまでに合計 30 基

のＨＩＣについて、水溜まり等を確認。引き続き、残りのＨＩＣについて点検を行っていく。 

また、第三施設に保管されているＨＩＣ（全数903基：6月 11日時点）についても点検（水溜

まりの確認）を開始している。これまで（6月10日時点）、29基のＨＩＣの点検を完了している

が、水溜まり等は確認されていない。引き続き、水溜まりの疑われるＨＩＣについて点検を行



    

っていく。 

5 月 23 日にお知らせしたとおり、蓋にベント孔がないＨＩＣ１基が確認されたことから、蓋ベ

ント孔の検査記録がないＨＩＣについて確認を行っている。 

これまで（6 月 10 日時点）、第二施設に保管してある、ＨＩＣ478 基中、362 基について、目

視可能な範囲でベント孔の確認を実施したところ、ベント孔は開いているものの、設計上の

孔数と不整合があるＨＩＣ11 基（合計 12 基）を新たに確認。 

また、第三施設に保管してあるＨＩＣ28 基中、６基についても、目視可能な範囲でベント孔

の確認を実施しているが、設計上の孔数との不整合は確認されません。 

今後、ＨＩＣから蓋を取り外して再度ベント孔数を確認するとともに、残りのＨＩＣについても

引き続き確認を行っていく。 

地下水バイパス 
【排水実績】 

＜排水実績＞ 

・一時貯留タンクグループ２ １月５日午前 10 時６分～午後５時 27 分。排水量：1,879 m3 

・一時貯留タンクグループ１ １月 11 日午前９時 55 分～午後６時 17 分。排水量：2,120 m3 

・一時貯留タンクグループ３ １月 17 日午前 10 時４分～午後６時 25 分。排水量：2,120 m3 

・一時貯留タンクグループ２ １月 23 日午前 10 時９分～午後５時 24 分。排水量：1,850 m3 

・一時貯留タンクグループ１ １月 29 日午前９時 54 分～午後４時 45 分。排水量：1,７３0 m3 

・一時貯留タンクグループ３ ２月４日午前 10 時４分～午後４時 52 分。排水量：1,679 m3 

・一時貯留タンクグループ２ ２月 10 日午前 10 時９分～午後４時 34 分。排水量 1,629m3 

・一時貯留タンクグループ１ ２月 16 日午前 10 時 12 分～午後４時 49 分。排水量 1,667m3 

・一時貯留タンクグループ３ ２月 22 日午前 10 時３分～午前 10 時 18 分。排水量：65m3 

・一時貯留タンクグループ３ ２月 23日午前10時 11分～午後４時13分。排水量：1,515 m3 

・一時貯留タンクグループ２ ２月 28日午前10時 11分～午後４時 51分。排水量：1,700 m3 

・一時貯留タンクグループ１ ３月６日午前 10 時 12 分～午後５時 48 分。排水量：1,924m3 

・一時貯留タンクグループ３ ３月 12 日午前 10 時７分～午後２時 57 分。排水量：1,204 m3 

・一時貯留タンクグループ２ ３月 18日午前10時 16分～午後３時 51分。排水量：1,395 m3 

・一時貯留タンクグループ１ ３月 24 日午前 10 時９分～午後３時 58 分。排水量：1,459 m3 

・一時貯留タンクグループ３ ３月 30 日午前 10 時 23 分～午後４時３分。排水量:1,428m3。 

・一時貯留タンクグループ２ ４月５日午前 10 時 18 分～午後４時 17 分。排水量:1,512m3。 

・一時貯留タンクグループ１ ４月11日午前10時19分～午後４時25分。排水量:1,527m3。 

・一時貯留タンクグループ３ ４月 17日午前10時 5分～午後3時 57分。排水量:1,472m3。 

・一時貯留タンクグループ２ ４月23日午前10時13分～午後3時54分。排水量:1,431m3。 

・一時貯留タンクグループ１ ４月 30 日午前 10 時～午後 3時 57 分。排水量:1,486m3。 

・一時貯留タンクグループ３ 5 月 7日午前 10時 19分～午後４時 14分。排水量:1,448m3。 

・一時貯留タンクグループ２ 5月13日午前10時13分～午後5時10分。排水量:1,758m3。 

・一時貯留タンクグループ１ 5月19日午前10時10分～午後5時13分。排水量:1,748m3。 

・一時貯留タンクグループ３ 5 月 25 日午前 10 時 8 分～午後 4時 1分。排水量:1,463m3 

・一時貯留タンクグループ２ 5 月 31 日午前 10 時 3 分～午後 3時 49 分。排水量:1,450m3 

・一時貯留タンクグループ１ 6 月 6日午前 10 時 5分～午後 3時 26 分。排水量:1,322m3。 

・一時貯留タンクグループ３ 6月12日午前10時33分～午後3時44分。排水量:1,278m3。 

＜特記事項＞ 

・地下水バイパス揚水井 No.12 について、揚水ポンプおよび、揚水井内部の清掃作業を行

うため、2014 年 12 月 12 日午前７時１分に停止。清掃が完了したことから 2015 年１月６日

午後５時 41 分に地下水の汲み上げを再開。 

・地下水バイパス揚水井 No.10 について、揚水ポンプおよび、揚水井内部の清掃作業を行

うため、１月 13 日午前８時 57 分に停止。清掃が完了したことから 2015 年２月 10 日午後６

時 12 分に地下水の汲み上げを再開。 
・地下水バイパス揚水井 No.10 については、ポンプ点検中のため２月９日の採取を中止。 

・地下水バイパス揚水井 No.11 において藻のような浮遊物（鉄酸化細菌等）が汲み上げられ

た事への水平展開として、地下水バイパス揚水井 No.10 について、揚水ポンプおよび揚

水井内部の清掃作業を行うため、水の汲み上げを１月 13 日午前８時 57 分に停止。清掃

が完了したことから、２月 10 日午後６時 12 分に地下水のくみ上げを開始。揚水ポンプの

運転状態に異常がないことを確認。今後、各地下水バイパス揚水ポンプの運転状態を監

視し、必要に応じて清掃を行っていく。 

・２月 22 日午前 10 時３分、海洋への排水を開始したが、午前 10 時 10 分頃に構内側溝排

水放射線モニタ「高高」警報が発生したことから、本日予定していた地下水バイパス一時

貯留タンクグループ３からの排水について、午前 10 時 18 分に排水作業については延期

することとした。排水量は 65m3。 

・地下水バイパス一時貯留タンクグループ２の当社および第三者機関による分析結果［採取

日３月７日］については同等の値であり、ともに運用目標値を満足していることを確認。 

 
【地下水バイパス揚水井のサンプリング結果】 

現時点での特記事項無し 

地下水調査関連 
【地下水観測孔のサンプリング結果】 
＜特記事項＞ 
・2014 年 12 月 31 日に採取した地下水観測孔 No.２の地下水の分析値について以下の通り
変動がみられた。 
＜今回（12 月 31 日）採取分＞ 
・セシウム134 2.1Bq/L（過去最大値）〔前回分析値（12月29日採取）：検出限界値（0.39 
Bq/L）未満）〕 
・セシウム137 7.7Bq/L（過去最大値）〔前回分析値（12月29日採取）：検出限界値（0.58 
Bq/L）未満）〕 
＜参考：過去最高値＞ 
  ・セシウム 134：0.88 Bq/L（2014 年２月 26 日採取分） 
  ・セシウム 137：2.5  Bq/L（2014 年２月 26 日採取分） 
なお、当該観測孔の位置する２．３号機取水口間では、海洋への流出防止を目的として、
ウェルポイントによる地下水の汲み上げを継続している。 



    

その他分析結果については、前回採取した測定結果と比較して大きな変動は確認されて
いない。 
・1 月２日に採取した地下水観測孔No.2-7 の地下水の分析値について以下の通り変動がみ
られた。 
＜今回（１月２日）採取分＞ 
・セシウム 137：12Bq/L（過去最大値）〔前回分析値（2014 年 12 月 31 日採取）：0.92 
Bq/L）〕 

＜参考：過去最高値＞ 
・セシウム 137：9.0Bq/L（2014 年２月 23 日採取分） 
その他分析結果については、前回採取した測定結果と比較して大きな変動は確認さ
れていない。 

・１月 12 日に採取した地下水観測孔 No.1-12 の汲み上げ水について、セシウム 134、セシウ 

ム 137、コバルト 60 および全ベータの値が、前回値と比較して高く、過去最高値が検出され

た。このため、１月 13 日に再度本観測孔の水を採取。その結果は、セシウム 134、セシウム

137、コバルト 60 および全ベータの値とも、前回（1/12 採取）から低減しており、ほぼ前々回

（1/８採取）の測定結果と同程度の値となっている。 

他の観測孔の測定結果については有意な変動が見られていない。１月 13 日に再度本観

測孔で採取するなど、今後も監視を継続する。  

なお、地下水観測孔 No.1-12 の位置する１・２号機取水口間では、海洋への流出防止を

目的として、ウェルポイントにおける地下水の汲み上げを継続している。 

・2015年２月６日に採取した地下水観測孔No.2-7 の汲み上げ水について、セシウム 134，セ

シウム 137 の値が、前回値と比較して高く、過去最高値が検出された。 

 ２月８日に再度本観測孔で水を採取しサンプリングを行うなど、今後も監視を継続する。 

なお、地下水観測孔 No.2-7 の上流側の２・３号機取水口間では、海洋への流出防止を目

的と  して、ウェルポイントにおける地下水の汲み上げを継続している。 

 その他の観測孔の測定結果については、前回採取した測定結果と比較して大きな変動は

確認されていない。 

・３月 16 日採取した地下水観測孔 No.1-11 において、前回（採取日３月 12 日）と比較し、

セシウム 134 は前回 0.39Bq/L に対し 4.7Bq/L、セシウム 137 は前回 0.89Bq/L に対し

16Bq/L と上昇を確認。また、地下水観測孔 No.1-8 においても前回（採取日３月９日）と

比較し、セシウム 134 は前回 16Bq/L に対し 73Bq/L、セシウム 137 は前回 49Bq/L に対

し 230Bq/L と上昇が確認されたが、同日採取したNo.1-11およびNo.1-8 近傍の地下水

観測孔６箇所の測定結果に有意な変動は確認されていないことから、３月17日上昇が確

認された当該観測孔２箇所について再度サンプリングし測定を行う予定。 

なお、地下水観測孔No.1-11およびNo.1-8の位置する１・２号機取水口間では、海洋へ

の流出防止を目的として、ウェルポイントにおける地下水の汲み上げを継続している。 

・5月 14日に採取した地下水観測孔No．1-9 において、前回（採取日 5月 12日）と比較し、

全ベータの値は前回 49Bq/L に対し 2,800Bq/L と上昇を確認。上昇については、分析の過

程において放射性物質の混入も考えられることから、再度、サンプリングし分析を実施。 

・5 月 15 日に採取した分析結果は、全ベータ値で 24Bq/L であり、5 月 12 日に同観測孔で

採取した水の分析結果（49Bq/L）と同程度であることを確認。 

このことから、5 月 14 日に採取した水の分析値については、先日の台風による影響、また

は採取時において作業場所で放射性物質が混入した可能性が考えられる。 

なお、昨日採取したトリチウム値については、検出限界値未満（検出限界値：110Bq/L）だ

ったが、今後も引き続き監視を継続。 

・６月 11日採取した地下水観測孔No.1-17 において、前回（採取日6月 8日）と比較し、セ

シウム 134 は前回検出限界値未満(検出限界値：0.39Bq/L)に対し 49Bq/L、セシウム 137

は前回0.88Bq/Lに対し 190Bq/L と上昇を確認。6月 12日、再度採取し測定を行った結

果、セシウム 134 は 2.8Bq/L、セシウム 137 は 5.0Bq/L まで低下していることを確認。 

なお、地下水観測孔 No.1-17 の位置する１・２号機取水口間では、海洋への流出防止を

目的として、ウェルポイントにおける地下水の汲み上げを継続している。 

その他の分析結果については、前回採取した測定結果と比較して大きな変動は確認さ

れていない。 
【１～４号機サブドレン観測井のサンプリング結果】 

＜特記事項＞ 

・２号機サブドレンに高い放射能濃度が検出された件について、高い放射能濃度が検出され

たサブドレンNo.18およびNo.19（以下、「当該サブドレン」）に連結管で接続されているサブ

ドレン No.17 の閉塞作業を 2014 年 11月 21日に完了。その後の分析結果において有意な

変動がないことから、当該サブドレンおよび周辺のサブドレンの放射能分析を１週間に１回

から通常の監視体制に変更する。 
【１号機放水路のサンプリング結果】 

＜特記事項＞ 

・３月 13 日、当該放水路上流側立坑水については、セシウム 134、セシウム 137 および全ベ

ータ放射能ともに再度上昇傾向にあることを確認。現在、当該放水路立坑水の放射能の

上昇について調査を実施しているが、特定に至っていない。 

引き続き、監視および調査を継続。 

なお、当該放水路出口付近は既に埋め立てられており、またゼオライト土嚢も設置してある

ことから、放水路内の水が海へ流出することはないと考えている。 

・３月 14 日、当該放水路上流側立坑水については、セシウム 134、セシウム 137 および全ベ

ータ放射能とも引き続き上昇傾向にあることを確認。なお、当該放水路上流側立坑水のトリ

チウム濃度については、前回と比較して有意な変動は確認されていない。 

・1号機放水路上流側立坑において、5月13日に採取した2号機放水路上流側立坑水の全

ベータの値及びトリチウムの値が前回値と比較して大幅に高い濃度であることを確認。 

 

      5 月 13 日採取   前回値（4 月 6 日） 

   全ベータ ：  73,000Bq/L       1,100Bq/L  

  トリチウム：   2,300Bq/L        150Bq/L  

 

上昇した原因については、今後調査を実施するが、採取した水に別の試料の放射性物質

が混入した可能性があることから、再度、2 号機放水路上流側立坑水を採取して分析を実

施。 

 なお、以下の理由により、本事象による外部への影響は無いと考えている。 

  ・当該放水路は土砂により閉塞していること、また、出口付近はゼオライト土嚢が設置され



    

ていることから直接外洋に流出しないこと。 

  ・当該放水路出口は、海側遮水壁の内側であること。 

  ・港湾内外の放射性物質濃度に有意な変動が確認されていないこと。 

 今後は、当該立坑の監視強化を行うとともに、上昇原因について調査を実施。 

・5月15日に採取した水の分析結果については、全ベータ値が63,000Bq/Lと前回と同様に

高い濃度であることを確認した。 

なお、同立坑周辺の地下水観測孔の全ベータ値については、高濃度の値は確認されてい

ない。 

引き続き、同立坑の監視強化を行うとともに、上昇原因について調査を実施。 

・１～３号機放水路については、１号機放水路上流側立坑において、セシウム 137 の濃度が

上昇したことから定期的に水質調査を実施しているが、5 月 13 日に採取した２号機放水路

立坑水の全ベータの値及びトリチウムの値が前回値と比較して大幅に高い濃度であること

を確認。その後の分析結果は以下の通り。 

 

       5 月 15 日採取 5 月 16 日採取 5 月 17 日採取 5 月 18 日採取 

   全ベータ ：   63,000Bq/L    56,000Bq/L    53,000Bq/L   45,000Bq/L 

  トリチウム：    2,000Bq/L     1,700Bq/L     1,700Bq/L    分析中 

 

分析結果については、全ベータの値およびトリチウムの値が5月13日採取分と同様に高い

濃度だが、低下傾向にあることを確認。引き続き、同立坑の監視強化を行うとともに、上昇

原因について調査を実施する。 

・5 月 13 日に採取した２号機放水路立坑水の全ベータの値およびトリチウムの値が前回値と

比較して大幅に高い濃度であることを確認。その後の分析結果は以下の通り。 

 

         5 月 18 日採取  5 月 19 日採取 

セシウム 134：    110Bq/L       580Bq/L 

セシウム 137：    310Bq/L      2,100Bq/L 

全ベータ  ：   45,000Bq/L      6,400Bq/L 

トリチウム  ：    1,700Bq/L       分析中 

 

分析結果については、5月 18日からの降雨により 5月 19日採取分の全ベータ放射能は低

下し、セシウムは表層汚染の流れ込み等により上昇していることを確認。なお、トリチウム濃

度は前回値（5 月 17 日採取分：1,700Bq/L）と比較して変化なし。引き続き、同立坑の監視

強化を行うとともに、上昇原因について調査を実施する。 

・5 月 13 日に採取した２号機放水路立坑水の全ベータの値およびトリチウムの値が前回値

と比較して大幅に高い濃度であることを確認。その後の分析結果は以下の通り。 

 

【上流側】 

         5 月 18 日採取  5 月 19 日採取  5 月 20 日採取 

セシウム 134：    110Bq/L       580Bq/L       400Bq/L 

セシウム 137：    310Bq/L      2,100Bq/L    1,500Bq/L 

全ベータ  ：   45,000Bq/L      6,400Bq/L      6,000Bq/L  

トリチウム  ：   1,700Bq/L        180Bq/L     分析中  

 

上流側の分析結果は、全ベータ放射能およびセシウムは前回値と比較して有意な変動は

ない。トリチウム濃度は前回値 1,700 Bq/L より 180Bq/L へ低下していることを確認。 

 

【下流側】 

         5 月 16 日採取  5 月 19 日採取  5 月 20 日採取 

セシウム 134：     88Bq/L       99Bq/L        81Bq/L 

セシウム 137：    400Bq/L       390Bq/L      250Bq/L 

全ベータ  ：      510Bq/L       500Bq/L        370Bq/L  

トリチウム  ：     150Bq/L        170Bq/L     分析中  

 

下流側の分析結果は、前回値と比較して有意な変動はない。 

引き続き、同立坑の監視強化を行うとともに、上昇原因について調査を実施する。 

その他 
【その他設備からの水漏れ】 

・5 月 1日午前 9時 30 分頃、Ｈ３タンクエリアのＢ２タンクの基礎部に水溜まりがあることをパト

ロール中の協力企業作業員が発見。当該水溜まりは当該タンクから漏えいした水と推定さ

れ、水溜まりの範囲については、約 20 ㎝×約 20 ㎝であり、堰外への漏えいはなく、同日午

前11時現在、当該水溜まり範囲の拡大はない。Ｈ３－Ｂ２タンクに貯蔵されている水は、ＲＯ

濃縮水。当該水溜まりについては、拡大防止処置（土嚢および吸着マットの設置）を行い、

同日午後 0時 20 分完了。 

当該水溜まり箇所の 70μm線量当量率測定結果は、以下の通り。 

      ・Ｈ３－Ｂ２タンク基礎部 

       （５cm 距離※１） 70μm線量当量率（ベータ線）    70mSv/h 

       （５cm 距離※１） １cm 線量当量率（ガンマ線）    0.06mSv/h 

※１：高線量率箇所から５cm離れた位置 

また、同日午後 2時 3分、Ｈ３－Ｂ２タンクに貯蔵しているＲＯ濃縮水について、既設配管お

よびポンプを使用して、多核種除去設備への移送を開始。 

本移送は、Ｈ３－Ｂ２タンクとＢ３タンクの連結弁を「閉」とし、Ｈ３－Ｂ１タンクとＢ２タンクを連

結した状態で、ＲＯ濃縮水を移送。 

漏えい範囲については、水溜まり発見時と比較して変化はない。また、水溜まりの深さは、

最大で１mmであり、水溜まり量は約 0.04 リットルと推定。 

当該タンクに貯蔵している水の分析結果（2013 年 3 月 7 日採取）については、全ベータで

約 2.4×10８Bq/L。 

同日午後 3 時頃、当該タンク基礎部付近にコーキング処置を行うとともに、監視カメラを設

置しました。今後、通常のタンクパトロールに加えて、監視カメラによる確認を行う。 

当該タンクに貯蔵しているＲＯ濃縮水の多核種除去設備への移送については、５月１日午



    

後２時３分から５月２日午後 10 時２分へ移送を実施。 

今後、準備が整い次第、仮設ポンプを使用して当該タンクの残水移送を行う予定。 

なお、水溜まりが確認された当該タンク基礎部付近については、監視カメラによる確認を行

っているが、漏えい等は確認されていない。 

5 月 1日に発見したＨ３タンクエリアのＢ２タンク基礎部の水溜まりについて、当該タンクに貯

蔵しているＲＯ濃縮水の多核種除去設備への移送を、5月 1日午後 2時 3分から 5月 2日

午後 10 時 2 分に実施。当該タンクの残水について、5 月 7 日午後 0 時 2 分から同日午後

3時 40 分まで、仮設ポンプにより隣接するＢ１タンクへ移送を実施。なお、水溜まりが確認さ

れた当該タンク基礎部付近については、通常のタンクパトロールに加えて、監視カメラによ

る確認を行っていたが、タンク内水の移送が完了したことから通常監視とする。 

また、今回の移送終了に関連して、移送ラインを変更するため、5月 9日午後 11 時 16分、

多核種除去設備（Ａ系、Ｂ系、Ｃ系）を停止。 

当該作業が完了したことから、5月 12日午前 10時 38 分、多核種除去設備（Ａ系）を起動。

運転状態について、異常がないことを確認。 

今後、汚染水の処理状況を考慮しながら、多核種除去設備（Ｂ系、Ｃ系）についても起動す

る。 

・5月 27日午後2時 17分頃、福島第一原子力発電所構内の車両スクリーニング場に設置さ

れているノッチタンクのフランジ部２箇所より、水の滴下があることを協力企業作業員が発見

した。車両スクリーニング場の場所は、35ｍ盤山側、入退域管理棟の北側 150～200ｍ付近。

水の滴下は、１秒に１滴と 10秒に１滴程度で、滴下した水は堰内に留まっており、堰外への

流出はない。当該ノッチタンクには、Ｊヴィレッジにおいて車両の洗浄に使用した水を保管し

ている。当該フランジ部からの滴下については、滴下箇所をビニール袋で養生するとともに

堰内に容器を設置して受けている。今後、準備が整い次第、当該タンク内の水を別のタンク

に移送を行う予定。 

＜当該タンク内の水の分析結果＞ 

セシウム 134：検出限界値未満（検出限界値：14Bq/L） 

セシウム 137：検出限界値未満（検出限界値：22Bq/L） 

全ベータ放射能：14Bq/L 

その後、当該ノッチタンクの滴下したフランジ部以下となるように、タンク内の水を

別のタンクへ移送を実施し、フランジ部以下まで液位を下げて滴下がない事を確認。

また、念のために当該フランジ箇所に受けを設置している。 

・5 月 29 日午前 10 時 8 分頃、構内の 35ｍ盤の五差路から２，３号機建屋へ向かう道路（２，

３号機建屋側への下り勾配）脇に敷設されている耐圧ホースから水が漏えいしていることを

協力企業作業員が発見。同日午前10時 26分頃、移送していたポンプを停止したことにより

漏えいが停止したことを確認。当該側溝はＫ排水路に導かれているため、当該側溝内 5 箇

所に土嚢を設置するとともに、バキューム車による水の回収を同日午後 1 時 8 分に開始。Ｋ

排水路の排水は、移送ポンプによりＣ排水路を経由して港湾内に放出されていることから移

送ポンプを同日午前 11時 3分に一旦停止したが、Ｋ排水路が港湾外へ越流する可能性が

あることから、同日午前 11 時 27 分に港湾内への排水を再開。漏えいした耐圧ホースは、

1,000ｔノッチタンクから３号機タービン建屋へ水移送に使用していたもの。 

過去に採取したＫ排水路排水口における全ベータの分析結果については以下のとおり。 

  ・5 月 27 日採取分   29Ｂｑ／Ｌ（暫定値） 

  ・5 月 28 日採取分 1,200Ｂｑ／Ｌ（暫定値） 

  ・5 月 29 日採取分 現在確認中  

Ｋ排水路の水は、移送ポンプによりＣ排水路を経由して、港湾内へ導かれるが、当該

側溝内の５ヵ所に土嚢を設置し、バキューム車による水の回収を同日午後 1 時 8 分に

開始しており、Ｃ排水路への流入を極力低減している。 

至近の1,000ｔノッチタンクから３号機タービン建屋への移送実績を確認したところ、

5月 27 日より実施しており、5月 28 日採取のＫ排水路排水口の全ベータ値（暫定値：

1,200 Bq/L）および、下記の放射能分析結果については耐圧ホースからの水の漏えい

の影響と判断した。 

5月 29 日採取した午前 7時および午前 11時 50 分のＫ排水路排水口の放射能分析結果

は以下のとおり。 

 ＜5 月 29 日午前 7時＞  ＜5月 29 日午前 11 時 50 分＞ 

・セシウム 134     5.4Bq/L              15Bq/L 

・セシウム 137      22Bq/L              53Bq/L 

・全ベータ      1,400Bq/L           1,200Bq/L 

耐圧ホースから漏えいした水が側溝からＫ排水路を経由し、港湾内に流出したことか

ら、5 月 29 日午後 5 時 35 分に核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法

律第 62 条の 3に基づき制定された、東京電力株式会社福島第一原子力発電所原子炉施

設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則第 18 条第 11 号「核燃料物質又は核

燃料物質によって汚染された物が管理区域外で漏えいしたとき。」に該当すると判断し

た。 

耐圧ホースの穴は、縦約 1 ㎝×幅約 0.2 ㎝であることを確認。耐圧ホースから漏えい

した水がＫ排水路を通じて港湾外へ流出することを防止するため、ポンプによりＫ排

水路からＣ排水路へ汲み上げており、また、Ｃ排水路から港湾内への流出量を抑制す

るため、Ｋ排水路出口付近からバキューム車による汲み上げを行っている。加えて、

当該側溝に土嚢を設置し、バキューム車による汲み上げを開始。 

なお、降雨が確認されており、当該側溝内水位の上昇に対応するため、土嚢をさらに

高く積み上げ、汲み上げを継続している。 

漏えい箇所下流側溝内の水、1,000ｔノッチタンク内汚染水、Ｋ排水路排水口、Ｃ排水

路排水口（Ｋ排水路合流点の下流側）の放射能分析結果は以下のとおり。 

 ＜漏えい箇所下流側溝内の水＞ 

採取日時:5月 29 日午前 11 時 30 分 

・セシウム 134      5.6Bq/L 

・セシウム 137      30Bq/L 

・全ベータ      22,000Bq/L 

＜1,000ｔノッチタンク＞※１ 

採取日時：5月 29 日午後 2時 50 分 

・セシウム 134        44Bq/L 

・セシウム 137       230Bq/L 

・全ベータ    1,100,000Bq/L 



    

※１：午後 2 時 50 分に採取した試料には、バキューム車により当該側溝       

から汲み上げた水を含む。 

＜Ｋ排水路排水口＞ 

 採取日時：5月 29 日午前 11 時 50 分 

・セシウム 134      15Bq/L 

・セシウム 137       53Bq/L 

・全ベータ      1,200Bq/L 

採取日時：5月 29 日午後 2時 

・セシウム 134     9.8Bq/L 

・セシウム 137      43Bq/L 

・全ベータ      6,600Bq/L 

採取日時：5月 29 日午後 4時 10 分 

・セシウム 134     6.2Bq/L 

・セシウム 137      25Bq/L 

・全ベータ      4,100Bq/L 

採取日時：5月 29 日午後 6時 10 分 

・セシウム 134     6.4Bq/L 

・セシウム 137      32Bq/L 

・全ベータ      2,600Bq/L 

＜Ｃ排水路排水口（Ｋ排水路合流点の下流側）＞ 

採取日時：5月 29 日午後 0時 15 分 

・セシウム 134     6.4Bq/L 

・セシウム 137      24Bq/L 

・全ベータ       980Bq/L 

Ｋ排水路排水口の全βは耐圧ホースから水の漏えいが確認された 5月 28 日以降、5月

29 日午後 2 時に採取した試料において 6,600Ｂｑ／Ｌを確認した後、減少傾向を示し

ております（5月 30 日午前 4時 5分に採取した試料で全β：450Ｂｑ／Ｌ）。 

福島第一１～４号機取水口内北側（東波除堤北側）、福島第一１号機取水口（遮水壁前）、

福島第一２号機取水口（遮水壁前）、福島第一港湾中央においては 5 月 29 日朝採取の

データにおいて過去最高値を更新した後、5月 29 日昼採取のデータにおいては同レベ

ルで推移している。 

5 月 30 日午後 1 時 50 分に採取した、Ｋ排水路排水口の水の分析結果（全ベータ値）

は、340Bq/L であり、5 月 29 日午後 2 時に採取した試料において 6,600Bq/L を確認し

た後、減少傾向を示している。 

港湾内および港湾外の放射性物質濃度については、港湾中央において、5月 30 日に採

取した試料の分析結果（全ベータ値）は 120Bq/L であり、5月 29 日に採取した試料の

分析結果（全ベータ値）の 190Bq/L と比較して、減少しており、その他の箇所におい

ても、これまでの分析結果と比較して有意な変動は確認されていない。 

漏えい箇所周辺の側溝については、バキューム車による水の回収作業を行い、5 月 30

日午後 3時 30 分頃に完了した。 

Ｋ排水路出口付近については、引き続きバキューム車による水の回収作業を行う。 

5 月 31 日午前 4 時 5 分に採取したＫ排水路排水口の水の分析結果（全ベータ値）は、

270Bq/L であり、この分析結果は 5 月 30 日午後 1 時 50 分に採取した水の分析結果

（340Bq/L）よりも低下しており、引き続き減少傾向を示している。 

また、港湾口連続モニタの値に有意な変動が確認されていないことから、外洋への影

響はないものと考えている。 

6月 1日午前 4時に採取した、Ｋ排水路排水口の水の分析結果（全ベータ値）は、220Bq/L

で、5月 31 日以降は 110～270 Bq/L で推移しており、有意な変動は確認されていない。

また、港湾口連続モニタの値に有意な変動が確認されていないことから、外洋への影

響はないものと考えている。なお、Ｋ排水路出口付近については、引き続きバキュー

ム車による水の回収作業を行っている。 

6 月 2 日午前 3 時 55 分に採取した、Ｋ排水路排水口の水の分析結果（全ベータ値）は、

150Bq/L で、有意な変動は確認されていない。また、港湾口連続モニタの値に有意な変動

が確認されていないことから、外洋への影響はないものと考えている。 なお、過去の移送実

績及びＫ排水路分析結果を照合した結果、5 月 27 日の移送開始より漏えいが発生したと仮

定して、漏えい量は約７～15m３と推定。 

Ｋ排水路排水口の放射性物質濃度（全β値）および港湾内の放射性物質濃度については、

これまでの分析結果と比較して有意な変動は確認されていない。また、港湾口連続モニタの

値に有意な変動が確認されていないことから、外洋への影響はないものと考えている。引き

続き、監視を継続する。 

Ｋ排水路排水口の放射性物質濃度（全β値）が、連続して通常の変動範囲内である

200Bq/L 以下で安定していること、および漏えいした汚染水について概ね回収できたことか

ら、パワープロベスター（以下、「バキューム車」）による水の回収作業を 6月 2日午後 3時 40

分頃に終了。排水路に設置した土嚢について、取り外しを実施。 

なお、バキューム車による水の回収実績については、以下のとおり。 

・漏えい箇所周辺の側溝（Ｋ－４－３） 

5 月 29 日午後 6時頃～5月 30 日午後 3時 30 分頃 回収量：約 30m３ 

・漏えい箇所周辺の側溝（Ｋ－４－２） 

5 月 31 日午後 0時 15 分頃～6月 2日午後 3時 40 分頃 回収量：約 110m３ 

・Ｋ排水路出口付近 

5 月 29 日午後 1時 8分～6月 2 日午前 4時 30 分頃 回収量：約 780m３ 

 
【陸側遮水壁】 
・福島第一原子力発電所の汚染水対策として、建屋内への地下水流入による汚染水の増加
を抑制することを目的に、１～４号機の建屋周りに陸側遮水壁の設置を進めていたが、準備
が整ったため、4 月 30 日午後 0 時、ブライン（不凍液）循環設備の健全性や地下水の流れ
による影響等の確認のため１～４号機建屋の山側（１８箇所）を対象に試験凍結を開始。な
お、試験凍結開始以降、設備等に異常は確認されていない。 
【油漏れ】 

・2015 年１月 16 日午後６時 10 分頃、構内４号機西側において、凍土壁工事にて使用してい

た削孔機の油圧ホースから油が漏えいしていることを、協力企業作業員が発見。油の漏え

いは連続滴下で継続していたため受けを設置し、漏えいに伴い周辺の鉄板上に溜まった

油については拭き取りを実施。また、同日午後６時 39 分に一般回線にて富岡消防署へ連



    

絡。 

漏えいした油は油圧ホースからの漏えいであることから、削孔機の制御油と判断。削孔機周

辺の敷鉄板上に溜まった油については、同日午後７時８分に吸着マットによる拭き取りを完

了。また、同日午後８時 00 分頃、油圧ホースを取り外し、油圧ホース取付け口に閉止栓を

取り付けたことで油の漏えいが止まったことを確認。 
削孔機から漏えいした油の量は、周辺の敷鉄板上に溜まった油の量が約２ｍ×約３ｍの範
囲で約６リットル、油圧ホースの受けに溜まった油の量は、約 40 リットルであることを確認。な
お、同日午後８時 11 分に富岡消防署より「油漏れ事象」との判断を受けた。 

・３月４日午前 10 時 15 分頃、構内駐車場に停車中のタンクローリーから油が漏れているとの連

絡が緊急時対策本部へ入った。降雨の影響により、タンクローリー下部に油膜が約２ｍ×約４

ｍの範囲で広がっている状況であったが、現場の状況を確認した結果、車体（積載油および

エンジンオイル等）からの油の漏えいではなく、過去にタンクローリーの車体に付着した油が、

降雨による影響で流れ落ちたものと推定。タンクローリー下部に広がっていた油膜については、

同日午後２時に吸着材による回収が終了。なお、本件については、同日午前 10時 20分に双

葉消防本部通信司令室へ一般回線にて連絡。同日午前 11 時 30 分に双葉消防本部より「車

両からの油の漏えい事象」との判断を受けた。 
・4 月 25 日午前 10 時 40 分頃、構内ふれあい交差点付近の駐車場において、停車中のタン
クローリー車（10 トン）から燃料（軽油）が漏えいしていることを、協力企業作業員が発見。同
日午前11時 2分に双葉消防本部へ連絡。当該タンクローリー車は給水車として使用してお
り、タンク内に危険物は積載していない。なお、駐車場上に漏えいした軽油（漏えい範囲：約
1m×約 2m）は、吸着マットによる処置を実施し、軽油の滴下については、応急処置により停
止。その後、同日午後 0 時 37 分に双葉消防本部より「油漏れ事象であり、危険物施設から
の漏えい事象ではない」との判断を受けた。 
 
【その他設備の不具合・トラブル】 

・5 月 12 日、５号機残留熱除去系ポンプ（Ｂ）の振動測定を行っていたところ、当該ポンプの

振動が高いことを確認。このため、同日午後0時7分、残留熱除去系ポンプ（Ｂ）から残留熱

除去系ポンプ（Ｄ）への切り替え操作を実施。当該ポンプの切り替え操作に伴う５号機の原

子炉水温度は、25.5℃で変化なし。なお、当該残留熱除去系ポンプ（Ｂ）の振動発生箇所

である電動機については、今後、点検を行う。 

【けが人・体調不良者等】 

・１月 13 日午前９時 45 分頃、２号機原子炉建屋１階除染作業中、吊り上げ作業中の鉛板に、

協力企業作業員の頭部が接触し首の痛みを訴えたことから、入退域管理棟救急医療室に

て医師の診断を受診。その結果、緊急搬送の必要があると判断し、同日午前 11 時 13 分、

救急車を要請。 

なお、当該作業員については意識があり、自力歩行が可能であるが、頭部の接触であるこ

とから、念のため検査を実施し医師による診察（ＣＴおよびＭＲＩ検査を実施）の結果、「頭部

打撲」と診断。 

また、負傷したときの状況について、その後の聞き取りにより、「当該作業にて使用していた

昇降台車を移動させる際、上部既設物に昇降台車の手摺（折り畳み式、鉛板４枚取付）が

干渉するため、手摺を折り畳んで移動しようした。その際、負傷者を含む作業員２名が手摺

を折り畳むレバーを動かしたところ、手摺りが負傷した作業員の頭部に倒れ、左手薬指をヘ

ルメットの間に挟むとともに頭部にぶつかり負傷した」ことを確認。 

・１月15日午後０時20分頃、構内Ｇ５タンクエリアにおいて、協力企業作業員が汚染水タンク

雨水抑制対策工事中にグラインダーで左手を負傷した。その後、入退域管理棟救急医療

室にて医師の診察を受けたところ、緊急搬送の必要があると判断されたため、午後１時 36

分に救急車を要請。午後２時６分に急患移送車にて同発電所を出発し、富岡消防署（救急

車待機場所）で救急車に乗り換えて、いわき市立総合磐城共立病院へ向かった。なお、当

該作業員の身体への放射性物質の付着はなかった。医師による診察の結果、「左示指挫

創」、「左中指末節骨開放骨折」と診断。今後、約２ヶ月程度の通院加療を要する見込み。 

・１月 19 日午前９時 10 分頃、構内の雨水処理タンクエリアにおいて、雨水受けタンク設置工

事を請け負った企業の社員（元請社員）が、タンク天板上部（約 10ｍ）から墜落したとの連絡

が緊急時対策本部に入った。その後、救急医療室にて医師の診察を受け、意識はあるもの

の、動けない状態であった。同日午前 10 時 31 分に入退域管理棟救急医療室から救急車

にていわき市立総合磐城共立病院へ向かった。負傷者は、当該タンク水張り試験後のタン

ク内面の検査をするため、当社社員１名および元請社員２名（うち１名は負傷者）の３名で、

検査準備を実施していたが、タンク内部が暗かったことから、タンク内に明かりを取り込むた

め当該タンク上部へ上がり、タンク天板にあるマンホールの蓋を一人で開けようとした際に、

マンホールの蓋とともにタンク内部へ墜落したものと推定。なお、負傷者は安全帯を装備し

ていたが、使用状況については調査中。当該負傷者の身体に放射性物質の付着はない。

その後、同日午前11時43分に病院へ到着し医師による治療を行っていたが、１月20午前

１時 22 分に死亡を確認。 

・３月２日午前８時 50 分頃、構内の化学分析棟において、協力企業作業員（男性）が作業中

につまずいて転倒。その後、入退域管理棟救急医療室にて医師の診察を受けた結果、右

手首脱臼骨折の疑いがあり、緊急搬送の必要があると診断されたため、同日午前９時 25 分

に救急車を要請。なお、当該作業員の身体に放射性物質の付着はなく、自力歩行が可能

な状態。搬送先のいわき市立総合磐城共立病院における医師による診断の結果、「右橈骨

遠位端骨折」と診断された。負傷した協力企業作業員は、負傷した当日に手術を行ってお

り、今後約３ヶ月程度の治療を要する見込み。 

・4 月 13 日午前 9 時 45 分頃、協力企業作業員の男性が草刈り作業中に土中にあった針金

が右腕に刺さり負傷したことから、入退域管理棟救急医療室にて医師の診察を受けた。 

当該作業員の身体に放射性物質の付着はないが、診察の結果、右前腕刺創と診断された

ことから、念のため、内部被ばくの可能性があることから、午前 11 時 6 分に救急車にて入退

域管理棟救急医療室を出発し、双葉町の郡山海岸にてドクターヘリに乗せ替え、午前 11

時 31 分にドクターヘリ郡山海岸を出発し、午前 11 時 54 分に福島県立医科大学付属病院

に到着。 

内部被ばくの有無を確認するため、ホールボディカウンタを受検した結果、内部被ばくはな

いと判断されるとともに、負傷した箇所について治療を実施。その後、医師の診察の結果、

負傷箇所の経過観察のため入院していたが、異常が確認されなかったことから、4 月 14 日

午前 10 時 20 分に退院。なお、医師による診断の結果、「右前腕部杙創」で、全治３週間の

見込みと診断されているが、同日より軽作業の業務へ復帰。 

・4 月 13 日午後 3 時 20 分頃、入退域管理棟内で、資材管理（着替え等の配備）を行ってい

た協力企業作業員の男性が手足の痺れを訴えたことから、入退域管理棟救急医療室の医



    

師の診察を受けた。診察の結果、緊急搬送の必要があると診断されたため、午後3時 39分

に救急車を要請。午後4時19分、かしま病院（いわき市）へ向け搬送。なお、当該作業員の

身体に放射性物質の付着はない。 

【その他】 

・２月 16 日午前 11 時 15 分頃、発電所構内北側にある瓦礫一時保管エリアＡ１のＡテントに
おいて、屋根の一部が破損していることを当社社員が確認。同日午前 11 時 24 分、２月 15
日朝以降のモニタリングポストおよび構内ダストモニタの指示値に有意な変動がないことを
確認。状況を確認した結果、屋根（縦：約 51m、幅：約 35m、面積：約 1,785m2）の上部北西
側末端部でシートが縦：約3.6m、幅：約15m（面積：約54 m2）に亘って破れていることを確認。
なお、当該テントには周囲を土のうで遮蔽している高線量金属瓦礫（線量30mSv/h未満）約
20m3と金属容器に封入している高線量金属瓦礫（線量 30mSv/h 未満）約 120 m3を保管し
ている（保管容量は2,400 m3）。また、当該テント外側の空気中放射性物質濃度は屋根破損
後も検出限界値未満であることを確認。その後、4月14日から屋根の張り替え作業を行って
いたが、4月 24日作業が全て完了。なお、当該作業期間中における当該テント内側の空気
中放射能濃度は、マスク着用基準値未満（空気中放射能濃度（粒子状）で 2.0×
10-4Bq/cm3未満）であり、有意な上昇はなかった。 
・２月 22 日午前 10 時頃、構内側溝排水放射線モニタ「高」警報が発生。その後、午前 10 時
10 分頃、構内側溝排水放射線モニタ「高高」警報が発生。午前 10 時 20 分、当該放射線
モニタの指示値については、以下のとおり。 
・Ａ系：5.05×103Bq/L（全ベータ） 
・Ｂ系：5.63×103Bq/L（全ベータ） 
午前 10 時 25 分、全汚染水タンクエリアの止水弁が「閉」となっていること、午前 10 時 30
分、全汚染水タンクの水位に有意な変動がないことを確認。 
午前 11 時頃に採取した当該排水路の分析結果について、 

＜ろ過前＞             

 ・セシウム 134：４Bq/L 

・セシウム 137：11Bq/L 

・全ベータ：3.8×10３Bq/L 

・トリチウム：５Bq/L 

・ストロンチウム 90：1.6×10３Bq/L 

＜ろ過＊１後＞ 

・セシウム 137：検出限界値未満（9.9Bq/L）＊２ 

・全ベータ：1.5×10３Bq/L 

・トリチウム：5.2Bq/L 

・ストロンチウム 90：1.5×10３Bq/L 

＊１ 0.45μｍのフィルタによるろ過 

＊２ ろ過後のセシウム分析は、試料量が少なく検出限界値が高いため、参考値。 
この分析結果は、定例で分析している当該モニタ近傍の昨日（２月 21 日）の分析結果タン
ク脇側溝（Ｃ排水路の合流点前） 
  ・セシウム 134：検出限界値未満（15Bq/L） 
  ・セシウム 137：検出限界値未満（23Bq/L） 
と比較して、低い値であった。 

午前 11 時 46 分までに、多核種除去設備、増設多核種除去設備、高性能多核種除去設
備、ＲＯ濃縮水処理設備、モバイルストロンチウム除去装置（Ａ系・Ｂ系・第二の２および４）
を停止し、35ｍ盤の移送をすべて停止。 
当該放射線モニタＡ系は、午前 11 時 50 分に 2.68×103Bq/L（全ベータ）を確認、当該放
射線モニタＢ系は、午後０時 20 分に 2.96×103Bq/L（全ベータ）を確認し、「高高」警報が
解除。（「高高」警報設定値：3.0×103Bq/L（全ベータ）） 
午後０時20分、全汚染水タンクについて、タンクパトロールを完了し、漏えい等の異常がな
いことを確認。午後０時 47 分、排水路ゲートをすべて「閉」にした。当該放射線モニタＡ系
は、午後１時30分に1.45×103Bq/L（全ベータ）を確認し「高」警報が解除となった。（「高」
警報設定値：1.5×103Bq/L（全ベータ）） 
午後２時２分、当該モニタの警報発生時に汚染水の移送中であった系統の配管パトロー
ルを実施し、漏えい等の異常がないことを確認。 
午後３時１分、当該排水路に溜まった水の排水のため、パワープロべスター（バキューム
車）によるくみ上げを開始。 
排水路、排水路出口および港湾内のサンプリングを実施するとともに、警報発生の原因に
ついて引き続き調査を実施。なお、モニタリングポスト指示値の有意な変動は確認されて
ない。 

当該排水路について全ベータ放射能の分析を行った結果、以下のとおり。この分析結果

は、定例で分析している当該モニタ近傍（タンク脇側溝（Ｃ排水路の合流点前））の２月 21

日の全ベータ分析結果 40Bq/L と比較して、有意な変動であることを確認。 

・構内側溝排水放射線モニタ近傍：3.8×103Bq/L（午前 11 時採取） 

・発電所港湾内排水路出口    ：3.0×103Bq/L（午後０時 30 分採取） 

また、「高高」警報発生後の当該放射線モニタ指示値の最大値は以下のとおりであり、流

入箇所は特定できていないものの、排水路に汚染された水が流入し、発電所港湾内に流

出したと推定。 

 

＜構内側溝排水放射線モニタ指示値（最大値）＞ 

Ａ系：5.61×103Bq/L（全ベータ） 

Ｂ系：7.23×103Bq/L（全ベータ） 

２月 22 日、構内側溝排水放射線モニタ指示値（最大値）のＡ系を「5.63×103Bq/L（全ベ

ータ）」とお知らせしたが、その後のデータ確認において、読み間違いによる誤りであると判

明。正しい値である「5.61×103Bq/L（全ベータ）」に訂正。 

 

構内側溝排水放射線モニタ警報発生については、２月 22日午後４時 55分に核原料物質、

核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第 62 条の３に基づき制定された、東京電力

株式会社福島第一原子力発電所原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関す

る規則第18条第11号「核燃料物質又は核燃料物質によって汚染された物が管理区域外

で漏えいしたとき。」に該当すると判断。 

午後１時 50 分に採取した構内側溝排水放射線モニタ近傍の全ベータ放射能分析結果は、

約 390Bq/L に低下。 

また、午後６時 20 分に採取した当該排水路内の水の放射能分析を行った結果、午後１時

50 分に採取した構内側溝排水放射線モニタ近傍の全ベータ放射能分析結果（約



    

390Bq/L）より低下しており、分析結果は、以下のとおり。 

＜構内側溝排水放射線モニタ近傍＞（午後６時 20 分採取）  

全ベータ  ：190Bq/L 

セシウム 134：検出限界値（2.8Bq/L）未満 

セシウム 137：検出限界値（3.5Bq/L）未満 

構内排水路の上流側については、有意な変動は確認されていない。 

なお、港湾内の水の放射能分析を行った結果、通常の変動範囲内の値であることを

確認。 

２月 22日午後 10時に採取したＣ排水路（構内側溝放射線モニタ近傍）の分析結果につ

いては、全ベータ値が 20Bq/L、セシウム 134 が検出限界値（3.3Bq/L）未満、セシウム

137 が 6.9Bq/L であり、通常の変動範囲内の値に低下していることを確認。 

また、当該警報発生後、排水路から港湾内への汚染した水の流入防止のため、Ｂおよび

Ｃ排水路に設置してあるゲートを「閉」とし、溜まった水についてはパワープロベスター

（バキューム車）による回収作業を行っている。 

降雨の影響等により排水路内の水が溢水し、管理できないところで土壌に浸透する恐れ、

さらには外洋への流出リスクを回避する目的から、２月 23 日午前３時 50 分から午前５時

23分にかけて、最下流側の排水路ゲートおよびＢ、Ｃ排水路のゲートを全て「開」にした。 

今後、排水路内の水（採取箇所：構内側溝排水放射線モニタ近傍）および港湾内等の

海水（12箇所）については、ガンマ放射能および全べータ放射能の測定頻度を１回／週

から１回／日に変更し、モニタリングを強化。モニタリングを強化した以降、３月３日まで

の港湾内の海水の分析結果に、有意な変動は確認されていない。 
排水路の全てのゲートを「開」にした後の当該排水路内の水の放射能分析を行っ

た結果、いずれも検出限界値未満。 

２月 23 日、当該放射線モニタＡ系Ｂ系の点検清掃を実施。放射線モニタＢ系は、午後４時

に 6.92×102Bq/L（全ベータ）を確認し、「高」警報が解除（「高」警報設定値：1.5×

103Bq/L（全ベータ））。なお、Ａ系の指示値は、5.44×102Bq/L（全ベータ）。当該放射線モ

ニタの指示値については、２月22日午後10時に採取したＣ排水路(構内側溝排水放射線

モニタ近傍)の分析結果(全ベータ：20Bq/L)と比較し、高い値となっているが、これは当該

放射線モニタの検出ラインのバックグランド値が高くなったためであると考えている。当該

放射線モニタは、排水路中に含まれる放射性物質濃度の傾向監視として設置したもので

あり、実測値（評価値）については手分析値を使用する。 

当該モニタ「高高」警報の発生に伴い、停止していた多核種除去設備、増設多核種除去

設備、高性能多核種除去設備、ＲＯ濃縮水処理設備、モバイル型ストロンチウム除去装置

（Ａ系・Ｂ系・第二の２および４）、35ｍ盤の移送については、２月23日午後４時51分までに、

順次これらの設備の再起動および移送を再開。起動後の現場確認においても、漏えい等

の異常は確認されず、また、当該モニタにおいても有意な変動は確認されていない。 

２月22日の当該モニタの指示値に上昇が見られた午前９時30分頃から、排水路の最下流

側ゲート（ＢＣ１）を閉止するまでの間に、港湾内へ流出した全ベータ放射能量を算出した

結果、全ベータ放射能量は約４×10８Bq（暫定値）と評価。 

３月５日、３月３日に採取したＨ４北・Ｈ４東エリア南側を通っているＣ排水路へと繋がる側溝

内（Ｈ４・Ｈ４北・Ｈ４東エリア全体の外周堰の内側）に溜まっていた水の分析を実施したところ、

全ベータで比較的高い放射能濃度を検出。 

＜Ｃ排水路枝側溝内溜まり水＞（採取日：３月３日、採取地点：Ｈ４東エリア南東側） 

・全ベータ   ： 1.9×10３Ｂｑ／Ｌ 

・セシウム 134 ： 検出限界値未満（検出限界値：2.1Bq/L） 

・セシウム 137 ： 検出限界値未満（検出限界値：2.3 Bq/L） 

当該側溝内に溜まった水は、３月３日夜に降った雨の影響により、Ｃ排水路を通じて発電所

港湾内に流れ出たものと考えられるが、構内側溝排水放射線モニタにおける「高高警報」が

発生以降、構内側溝排水放射線モニタの指示値は通常の変動範囲内（約 1.0×102 Bq/L

以下）であり、福島第一港湾内の海水分析結果においても、有意な変動は確認されていな

い。 

また、Ｈ４・Ｈ４北・Ｈ４東エリア内のタンク水位に有意な変動はなく、タンクパトロールの結果

でも漏えい等の異常は確認されていない。 

当該側溝内で比較的高い放射能濃度の水が検出された原因については、今後調査を実

施。 

３月５日に採取した当該側溝内の水の全ベータ放射能濃度は、3.6×10２Bq/L であり、３月３

日に採取した値（1.9×10３Bq/L）から 10 分の１程度に低下。 

また、Ｈ４東エリア内周堰内の溜まり水は、３月３日に採取した当該側溝内の水と同程度の全

ベータ放射能濃度が検出されているが、昨日までのタンクパトロールにおいて、漏えい等の

異常は確認されていない。 

当該側溝内で比較的高い放射能濃度の水が検出された原因については、引き続き調査中。 

なお、２月 23 日に実施したタンクパトロールにおいて、Ｈ４北エリア内周堰の外側近傍（当該

側溝付近）のコンクリート床面（２箇所）で、以下の表面線量当量率が検出されたため、２月25

日に床面のジェット洗浄を実施。 

この際に使用した水は、パワープロベスター（バキューム車）にて全て回収していることから、

当該側溝内で比較的高い放射能濃度の水が検出された原因ではないと判断。 

＜Ｈ４北エリア内周堰外側近傍で検出された表面線量当量率＞（床面から 50cm の距離） 

  ①1.5mSv/h（70μｍ線量当量率（ガンマ＋ベータ線）） 

  ②1.8mSv/h（70μｍ線量当量率（ガンマ＋ベータ線）） 

・Ｃ排水路枝側溝内溜まり水で比較的高い全ベータ放射能濃度（1.9×10３Bq/L：採取日３月３

日）の水が検出された件について、Ｈ４東エリアの現場調査を実施していたところ、３月６日

午前９時頃、Ｈ４東エリア内周堰（北西側）の配管保温材から水がにじんでいることを確認。に

じみ箇所の調査のため配管保温材を取り外したところ、配管貫通部（床面から高さ約 20cmの

位置）から鉛筆芯１本程度の漏えいがあることを確認。 

配管貫通部からの漏えいを止めるため、パワープロベスター（バキューム車）によるＨ４東エリ

ア堰内溜まり水の汲み上げを実施し、堰内水位を低下させたことにより、午前10時18分に漏

えいの停止を確認。その後、配管貫通部について、コーキング（止水剤）による止水処理を実

施。 

配管貫通部から漏えいした水は、外周堰内の漏えい箇所付近に設置している溜め升（約

50cm×約50cm）内に留まっており、溜め升の深さは目測で数cm程度。溜め升内の水の深さ

を 10cm と仮定して漏えい量を算出した結果、約 25 リットルと推定。３月５日に採取したＨ４東

エリア内周堰内溜まり水の分析結果（全ベータ：1.6×10３Bq/L）から、漏えいした水の全ベー



    

タ放射能量を評価した結果、約 4.0×10４Bq と推定。配管貫通部から漏えいした水は溜め升

内に留まっていること、溜め升から当該側溝まで水の流れた形跡はないこと、当該側溝からＣ

排水路につながる止水弁は３月４日から「閉止」していたことから、Ｃ排水路への流出はない。

また、配管貫通部からの漏えい確認後、Ｈ４東エリアの内周堰を確認したところ、当該の配管

貫通部以外に漏えい等の異常はないことを確認。 

３月５日にＨ６エリア内周堰内の溜まり水をＨ４東エリア内周堰内へ堰間移送を実施しており、

移送後の堰内水位は約１７ｃｍだったが、３月６日朝に監視カメラで堰内水位を確認したところ、

Ｈ４東エリア内周堰内の水位が約27cm まで上昇していることを確認。 

３月５日の移送後にＨ４東エリア内周堰内の水位が上昇した原因を調査したところ、３月５日午

後５時頃に移送ポンプによるＨ６エリア内周堰内からの移送は停止していたものの、移送ホー

スはそのままの状態であったことから、サイフォン現象によりＨ６エリア内周堰内の溜まり水が

Ｈ４東エリア内周堰内に移送され続け、Ｈ４東エリア内周堰内の水位が上昇（Ｈ６エリア内周

堰内の水位が低下）したことが判明。これにより、Ｈ４東エリア内周堰内の水位が約 27cm まで

上昇し、配管貫通部（床面から高さ約20cm）に対して水頭圧がかかったことで、漏えいに至っ

たものと推定。 

なお、Ｈ４東エリア内周堰内の配管貫通部から漏えいした時期は、３月６日午前０時頃のタン

クパトロールにおいて配管貫通部からの漏えいは確認されていないことから、それ以降に漏

えいが発生したものと考えられ、Ｃ排水路枝側溝内溜まり水で比較的高い全ベータ放射能濃

度が検出されたことの原因ではないと判断。 
・２月17日から３月２日にかけて、原子炉格納容器内窒素封入設備である非常用窒素ガス分
離装置の本格点検を実施。非常用窒素ガス分離装置は、通常待機状態となっており、点検
期間中は３台ある常用窒素ガス分離装置（２台運転、１台待機）により窒素封入を継続。当
該点検の実施にあたり、点検中は非常用窒素ガス分離装置が動作不能な状態となり、特定
原子力施設に係る実施計画「Ⅲ 特定原子炉施設の保安」（以下、「実施計画」という）第１
編第 25 条の表 25-1 で定める運転上の制限「窒素ガス分離装置１台が運転中であること及
び非常用窒素ガス分離装置（非常用窒素ガス分離装置用ディーゼル発電機を含む）が動
作可能であること」を満足出来ない状態となることから、実施計画第１編第32条第１項（保全
作業を実施する場合）を適用し、計画的に運転上の制限外に移行し、点検を実施。なお、
点検期間中、非常用窒素ガス分離装置の起動が必要となった場合には、速やかに起動可
能な状態に復帰する等の安全措置を定めた上で点検を実施。２月 17日午前10時より上記
の点検作業を開始。３月２日午前10時34分に点検作業が終了。その後の動作確認におい
て異常が無いことから、非常用窒素ガス分離装置を待機状態とし、同日午後 12 時５分に特
定原子力施設に係る実施計画「Ⅲ 特定原子炉施設の保安」第１編第 32 条第１項（保全作
業を実施する場合）の適用を解除。 
・３月 10 日、午前６時 24 分頃、当社社員によるタンクパトロールにおいて、Ｈ４・Ｈ４北・Ｈ４東
エリア内周堰外側の外周堰に溜まった雨水の水位が以下の通り低下していることを確認。 
各タンクエリアの外周堰の止水弁（排水弁）は降雨時に溜まった雨水を排水するため通常
「開」運用としているが、当該タンクエリアについては、外周堰に比較的高い放射能濃度の溜
まり水が確認されたことから、外周堰内の水を回収するとともに、念のため当該堰の止水弁を
閉としていた。 
＜当該堰内水位＞ 
３月 ９日   午後 10 時 30 分：15cm 
３月 10 日  午前 ６時 24 分：10cm、午前８時 15 分：７cm 

当該外周堰内水位の低下は現在も継続しているが、この堰の内側にあるＨ４北・Ｈ４東エリア
内周堰内の水位に低下がないこと、当該外周堰の東側にあるＢ排水路への流れ込みがない
こと、構内側溝排水放射線モニタの指示値に有意な変動がないことを確認。 
当該外周堰内の低下した水量は、３月９日午後 10時 30分から３月 10日午前８時 15分にか
けて低下した水位と当該外周堰床部の面積から約 400ｔと推定。現在、漏えい状況及び原因
等を調査中。 
現場確認を行ったところ、Ｈ４東エリアの東側およびＨ４北エリアの北側外周堰とアスファルト
の継ぎ目より水が流出していること、また、Ｈ４エリアおよびＨ４東エリアの内周堰と外周堰の
間に設置されている側溝と基礎部の継ぎ目より気泡が出ていることを確認。 
また、外周堰周辺のＢ排水路およびＣ排水路は暗渠化されていること、流出した水が暗渠化
されていない無線局舎付近の枝排水路への流れ込みがないこと、構内側溝排水放射線モニ
タの指示値に有意な上昇がないことから、外周堰内に溜まった雨水は、外周堰付近の地面
に浸透したものの、排水路を通じて、海への流出はないものと判断。 
外周堰内に溜まった雨水については、３月 10 日午前 10 時 25 分から午後２時 52 分にか 
けて、Ｈ４北エリア内周堰内に移送を実施。 
外周堰内の雨水の流出量は、降雨量および外周堰に流入した雨水の総量（約 915ｍ3）か 
ら移送量（約 168ｍ3）を引いて、約 747ｍ3 と推定。 
なお、外周堰内に溜まった雨水の移送完了後、外周堰とアスファルトの継ぎ目からの水 
の流出、および内周堰と外周堰の間に設置されている側溝と基礎部の継ぎ目からの気泡 
が止まったことを確認。 
Ｈ４エリア周辺地下水観測孔の分析結果において、３月 11 日に採取したＨ４エリア地下水観
測孔Ｅ－９の全ベータ放射能分析結果が、前回３月９日の 370Bq/L から 30 倍程度上昇し
11,000Bq/L であることを確認。 
Ｈ４・Ｈ４北・Ｈ４東エリア外周堰内に溜まった雨水の水位低下による影響の可能性があること
から、Ｅ－９について今後１週間程度を目処に監視を強化する。 
水位低下に鑑み、監視を実施しているＨ４エリア地下水観測孔Ｅ－11 およびＥ－12 の全ベ
ータ放射能の分析結果は、以下のとおりであり、有意な変動は確認されていない。これら２箇
所についても今後１週間程度を目処に監視を継続する。 

「内周堰内に溜まった雨水の分析結果」と上記の分析結果を比較したところ、放射能濃度に有

意な変化が見られないこと、また、汚染水タンク水位に有意な変化がないこと、タンクパトロー

ルにおいて異常が確認されていないことから、汚染水タンクからの漏えいはないものと判断。 

また、上記の内周堰内の分析結果と、「外周堰内に溜まった雨水の分析結果」との比較により、

外周堰内に溜まった水の放射能濃度については、内周堰内からの影響ではないものと判断。 

なお、本事象における現場調査の一環として、外周堰の外側において、70μｍ線量当量率の

測定を行ったところ、Ｈ４エリア南西側付近に高線量当量率箇所があることを確認。 

降雨の際に、当該高線量当量率箇所から外周堰内へ汚染した雨水が流入している可能性が

あることから、引き続き調査を実施。 

また、当該高線量当量率箇所付近は、過去（平成２４年３月）に汚染水の漏えい事象があった

ことから、その因果関係も含め、調査を実施する予定。 

・３月21日午前11時48分頃、５・６号機西側道路脇の両土手から火が出ていることを、協力企

業作業員が発見し連絡があった。自衛消防隊および双葉消防本部による消火活動をおこな

い、同日午後０時24分に鎮火を確認。１～６号機プラントデータ（炉注水流量、燃料プール水

温、原子炉冷却状態等）の異常、モニタリングポスト指示値の有意な変動およびケガ人の発



    

生は確認されていない。 

延焼範囲については、詳細確認により約２ｍ×10ｍおよび約２ｍ×15ｍの２箇所であることを

確認。火災現場周辺の雰囲気線量は 10μSｖ/h、空気中ダスト濃度は検出限界値未満（8.2

×10-5Bq/㎝ 3）であることを確認。 

延焼範囲にケーブル・配管が通っていることを確認。ケーブルは、５・６号機から免震重要棟

へＷｅｂカメラ映像等およびモニタリングポストのデータを送信している通信ケーブル（２系統

あるうちの１系統）で、通信状態に異常がないことを確認。 

また、配管は５・６号機で使用する生活用水配管および雨水処理設備で処理した雨水を移送

するための配管で、そのうち、生活用水配管の一部が損傷しており、損傷箇所から水が漏え

いしていることを発見。生活用水配管の漏えい箇所については、ビニールテープによる養生

を実施し漏えいは停止している。火災の原因については調査中だが、車両の一部（損傷した

ブレーキ部品と思われる破片）が道路および延焼範囲に落ちており、火災発生の原因になっ

た可能性が高いと思われる。該当する車両がないかも含めて、引き続き調査を実施。 

火災発生時、車両の一部（ブレーキパッドらしきもの）が道路および延焼範囲に落ちていたこ

とから、ブレーキ部分等が破損した車両がないか調査していたところ、パーキングブレーキの

一部が破損している 50ｔホイールクレーン（当社貸出用重機）が発見された。火災現場に落ち

ていた破片は、当該クレーンのパーキングブレーキ破損部と形状がほぼ一致したことから、当

該クレーンのものであると推定。その後の当該クレーンの点検および運転手への聞き取りを

実施。 

・パーキングブレーキスイッチのＯＮ／ＯＦＦの動作は正常であった。 

・パーキングブレーキが動作している場合は、運転席正面のパネルにパーキング表示が点

灯するはずが、表示されなかった。 

・パーキングブレーキが動作している状態で走行モードにした場合に警報が鳴るはずが、

鳴らなかった。 

・当該クレーンの運転手は、走行・停止・パーキングブレーキに不調は感じられなかった。 

点検および聞き取りの結果から、当該クレーンの運転手が、パーキングブレーキが動作して

いることに気がつかずに運転したため、パーキングブレーキに負荷が掛かり加熱・破損し、さ

らには破損したブレーキの破片が道路脇の雑草に落ちたことにより火災が発生したものと推

定。 

・2015 年３月 29 日午後８時 35 分頃、免震重要棟から西側へ向かう道路脇の側溝付近にお

いて、側溝内から煙が出ているとの連絡が緊急時対策本部に入った。同日午後８時39分に

双葉消防本部へ連絡し、午後８時 43 分に火元確認のため、当社社員（火元確認者）が現

場へ出向するとともに、午後８時 46分に自衛消防隊に対して現場への出動を要請。現場に

到着した当社社員（防護本部員）によって、同日午後８時 57 分頃から消火器を用いた初期

消火を開始。午後９時１分に当社社員（火元確認者）が現場へ到着して確認したところ、側

溝上に敷いてある鉄板の隙間より発煙があることを確認。午後９時 26分、発煙は停止し、引

き続き現場確認を行っている。また、発煙が発生したこととの因果関係は不明だが、同日午

後８時５分頃、５，６号機にある起動用変圧器にて地絡警報が発生。直ちに関連パラメータ

を確認したところ、電圧に異常がないことを確認。午後８時 41 分に発電所構内の水処理建

屋＊へ供給している電源のしゃ断器を開放したところ、地絡警報は解除された。 

  ＊：発電所構内で使用するろ過水を作るための建屋であり、汚染水は扱っていない。 

同日午後９時 45 分からの公設消防による現場確認においても発煙がないことを確認。なお、

公設消防については、午後 10 時 10 分に発電所構内から退構。その後、当社にて側溝上

に敷いてある鉄板を退けた上で側溝内を確認したところ、側溝内を通っている複数のケー

ブル・ホース類が約５ｍの範囲で損傷していることを確認。損傷状況等については、夜明け

以降に調査する。また、今後、発煙の状況について公設消防にて判断するとのこと。なお、

現時点において、発電所構内ダストモニタおよびモニタリングポストの指示値に有意な変動

はない。また、同日午後９時 30 分現在、現場周辺のダスト放射能濃度を測定したところ、検

出限界値未満（検出限界値：8.2×10-5Bq/㎝３）でした。（現場周辺の雰囲気線量は５μSｖ

/h） 

発煙および地絡警報の発生により、現時点で関連パラメータに異常はなく、けが人等は確

認されていない。 

2015年３月30日、側溝内を通っている複数のケーブル・ホース類について、現場調査の結

果、９本のケーブル・ホース類が通っていることを確認。確認したケーブル・ホース類につい

ては、以下の通り（残りの３本のケーブル・ホース類については、現在調査中）。 

・原子炉注水用ホース（仮設消防車用）１本 

・使用済み燃料プール補給用ホース（非常用）２本 

・Ｎｏ．１，２純水タンク補給水用電動弁ケーブル １本 

・Ｎｏ．１，２純水タンクレベル計監視用電源ケーブル １本 

・水処理メタクラ（Ａ系）用電源ケーブル １本 

・物揚場仮設タンク移送ホース ２本 

・ろ過水タンク淡水移送ホース １本 

また、５，６号機の起動用変圧器５ＳＡ－２において発生した地絡警報は、水処理メタクラ（Ａ

系）用電源ケーブルが損傷したことにより発生したものと推定。今後、発煙の原因調査を行う

とともに、損傷したケーブル・ホース類の応急措置等の検討を行う。 

公設消防による現場確認の結果、３月30日午後４時50分に火災であると判断された。また、

３月 29 日午後９時 50 分に鎮火していたと確認いただいた。 

・4 月 8 日に採取した地下水観測孔 No.3 のトリチウム濃度が 1,900Bq/L と、前回値（4 月 1

日採取分：検出限界値 110 Bq/L 未満）と比較し 10 倍以上の上昇を確認。 

また、4 月 8 日にお知らせしたとおり、地下水観測孔 No.3 の全ベータ放射能の値について

10倍を超える変動が見られたため、4月9日に試料を採取し分析した結果、全ベータ放射能

の値が 410Bq/L、トリチウム濃度の値が 2,000Bq/L と前回値（4 月 8 日採取分：全ベータ

390Bq/L、トリチウム濃度1,900Bq/L）と同等であることを確認した。今回の変動要因は、4月1

日から３・４号機間ウェルポイントの汲み上げを実施したため、地下水の流動が変わったもの

と推定。 

その他の分析結果については、前回採取した測定結果と比較して大きな変動は確認されて

いない。 

・発電所構内のＫ排水路の水については、同排水路内にポンプを設置し港湾内に繋がるＣ

排水路へ水を移送することとしており、4 月 17 日より、本格運用を開始。4 月 21 日午前 8 時

45 分頃、ポンプ（８台）の稼働状況を確認したところ、停止していること、および雨水が堰を乗

り越え海に流れていることを確認。ポンプが停止した原因については、発電機の故障と判断

し、発電機を予備のものに取り替え、準備が整ったことから、4月 21日午後8時9分ポンプを



    

起動し、移送を再開。なお、ポンプの起動状態に異常はない。発電機が停止した原因につい

ては、引き続き、調査中。 

・福島第一原子力発電所構内で設置している今後使用しないフランジボルト締めタイプのＲ

Ｏ濃縮水貯槽（以下、「フランジ型タンク）という）については、５月 27 日より解体作業を開始。

フランジ型タンクの解体作業にあたっては、ダスト飛散防止対策（仮設天板の設置や局所排

風機の運転等）を実施するとともに、タンク内部の残水処理作業時やタンク解体作業時のダ

スト濃度測定を行いながら、慎重に作業を実施していく。 

・№３軽油タンクについては、2014 年 10 月 30 日から 2015 年 3 月の期間で点検を予定。点

検に伴い、№３軽油タンク内の軽油を全部抜き取るため、特定原子力施設に係る実施計画

（以下、実施計画という。）Ⅲ章第２編第62条（非常用ディーゼル発電機燃料油等）の表62-1

で定める運転上の制限（ディーゼル燃料油№３軽油タンクレベル:2,180mm 以上）を満足でき

ない状態となるが、実施計画Ⅲ章第２編第74条（予防保全を目的とした保全作業を実施する

場合）を適用し、あらかじめ必要な安全処置を定めた上で計画的に点検作業を実施する。あ

らかじめ必要な安全処置としては、№３軽油タンクから補給を行っていた５Ａ、５Ｂおよび６Ａの

各非常用ディーゼル発電機のデイタンクに、№６軽油タンクから補給を行えるようにするととも

に、非常時の必要油量を確保するため、№６軽油タンクレベルの設定値（運転上の制限値）

を 1,291mm 上から 2,346mm 以上に変更。また、設定値（運転上の制限値）を逸脱しないよう

に、№６軽油タンクレベルの管理値を 2,536mm として運用。10月 30日午前７時 17分に当該

タンクの点検作業を開始。 

その後、2015 年５月 27 日、当該タンクの点検を終了。また、№３軽油タンクの点検に伴い実

施していた№６軽油タンクから５Ａ、５Ｂ及び６Ａの各非常用ディーゼル発電機のディタンクに

補給を行うための安全処置については、№３軽油タンクからの補給ラインへ切替えを行うとと

もに、№６軽油タンクレベルの設定値（運転上の制限値）を 2,346mm 以上から 1,291mm 以上

に変更し解除した。 

なお、№３軽油タンク及び系統からの漏えい等の異常がないことを確認し、同日午後１時に実

施計画Ⅲ章第２編第 74 条（予防保全を目的とした保全作業を実施する場合）の適用を解除

した。 
以 上 


